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はじめに 

このたびはセーフティライトカーテン形F3SJ-Bシリーズ(以下F3SJ-Bと呼びます)をお買い上げいただき、ありがとう
ございます。
本書はF3SJ-Bの使用方法について説明しています。
ご使用に際して下記のことを守ってください。

・F3SJ-Bは設置される機械について十分に理解されている「責任者」がお取り扱いください。
・本書の中で「責任者」とは、機械の設計・設置・運用・保守・廃棄の各段階において、安全確保を行うための資格お    
  よび権限と責任のある人物のことです。
・F3SJ-Bは、設置環境、機械の性能・機能に対応して正しく使用されることが前提となっています。関係者によるリス
クアセスメントを実施した上での設置をお願いします。

・ご使用の前に本書をよく読んで十分にご理解の上、正しくご使用ください。
・本書はいつでも参照できるように、お手元に大切に保管してください。
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1. F3SJ-B は、 労働安全衛生法第四十四条の二による 「型式検定」 を受けていません。 し たがっ て、 F3SJ-B

を日本国内で同法第四十二条で定められた 「プレス機械またはシ ャーの安全装置」 と し て使用する こ とは

できません。

2. F3SJ-Bは、 EU （欧州連合） 機械指令附属書V 第2項で指定される電気感知式保護装置 （ESPE ： Electro- 

Sensitive Protective Equipment） です。

3. EC適合宣言

オムロンは、 F3SJ-Bが以下のEC指令の要求に適合し ている こ と を宣言し ます。
機械指令 2006/42/EC
EMC指令 2014/30/EU

4. F3SJ-Bは、 以下の規格に適合し ています。

(1)欧州規格

EN61496-1 （タ イプ4 ESPE）、 EN61496-2 （タ イプ4 AOPD）、 EN61508-1～-3(SIL3)、 EN61000-6-4、 

EN ISO13849-1:2015 （カテゴ リ4、 PL e）

(2)国際規格

IEC61496-1 （タ イプ4 ESPE）、 IEC61496-2 （タ イプ4 AOPD）、 IEC61508-1～-3(SIL3)、 

ISO13849-1:2015 （カテゴ リ4、 PL e）

(3)JIS規格

JIS B 9704-1 （タ イプ4 ESPE）、 JIS B 9704-2 （タ イプ4 AOPD）

(4)北米規格

UL61496-1 （ タ イプ4 ESPE） 、 UL61496-2 （ タ イプ4 AOPD） 、 UL508、 UL1998、 CAN/CSA C22.2 No.14、          

CAN/CSA C22.2 No.0.8

5. F3SJ-Bは、EU公認機関TÜV SÜD Product Service GmbHから、機械指令に基づ く EC型式認証 （タ イプ4 ESPE     

/ タ イプ4 AOPD） を取得し ています。

6. F3SJ-Bは、 第三者評価機関ULよ り米国およびカナダ安全規格に対する リ ステ ィ ング認証 （ タ イプ4 ESPE  

/ タ イプ4 AOPD） を取得し ています。

7. F3SJ-Bは以下の規格を考慮し た設計になっ てお り ます。 なお、 最終システムを下記の規格、 規制に適合さ

せるためには、 関連するすべての規格、 法規、 規制に し たがっ て設計、 使用し て く だ さ い。 不明な点は、

ULなどの専門機関にご相談 く だ さい。

･欧州規格 EN415-4、 EN692、 EN693
･米国労働安全衛生規則 OSHA 29 CFR 1910.212
･米国労働安全衛生規則 OSHA 29 CFR 1910.217
･米国規格 ANSI B11.1～B11.19
･米国規格 ANSI/RIA 15.06
･カナダ規格協会 　 CSA Z142、 Z432、 Z434
･SEMIス タ ンダー ド  SEMI S2
･厚生労働省 「機械の包括的な安全基準に関する指針」 平成19年7月31日基発第0731001号

法規 ・ 規格について
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オムロン商品ご購入のお客さ まへ

｢当社商品｣について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾事項記載の条件

を適用いた し ます。

1. 定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

(1) ｢当社商品｣ ： ｢当社｣の Ｆ Ａ システム機器、 汎用制御機器、 センシング機器、 電子 ・ 機構部品

(2) ｢カ タ ログ等｣ ： ｢当社商品｣に関する、 ベス ト 制御機器オムロン、 電子 ・ 機構部品総合カ タ ログ、 その 

他のカ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であって電磁的方法で提供される ものも含みます。

(3) ｢利用条件等｣ ： ｢カ タ ログ等｣に記載の、 ｢当社商品｣の利用条件、 定格、 性能、 動作環境、 取り扱い方 

法、 利用上の注意、 禁止事項その他

(4) ｢お客様用途｣ ： ｢当社商品｣のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する部品、 電子基板、 

機器、 設備またはシステム等への｢当社商品｣の組み込み又は利用を含みます。

(5) ｢適合性等｣ ： ｢お客様用途｣での｢当社商品｣の(a)適合性、 (b)動作、 (c)第三者の知的財産の非侵害、 (d)法 

令の遵守および(e)各種規格の遵守

2. 記載事項のご注意

｢カ タ ログ等｣の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

(1) 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値および性能値 

の複合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

(2) 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証する ものでは 

あ り ません。

(3) 利用事例はご参考ですので、 ｢当社｣は｢適合性等｣について保証いた しかねます。

(4) ｢当社｣は、 改善や当社都合等によ り、 ｢当社商品｣の生産を中止し、 または｢当社商品｣の仕様を変更す 

る こ とがあ り ます。

3. ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

(1) 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

(2) お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く だ さい。 

｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いた しかねます。

(3) ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置されている こ と 

をお客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

(4) ｢当社商品｣をご使用の際には、 (ⅰ)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、 冗長設計な 

どの安全設計、 (ⅱ)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にする安全設計、 (ⅲ)利用者

に危険を知らせるための、 安全対策のシステム全体と し ての構築、 (ⅳ)｢当社商品｣および｢お客様用途

｣の定期的な保守、 の各事項を実施し て く だ さい。

(5) 「当社」 はDDoS攻撃 （分散型DoS攻撃）、 コ ンピ ュータウイルスその他の技術的な有害プログラム、 不 

正アクセスによ り、 「当社商品」、 イ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ ア、 またはすべてのコ ンピ ュータ機

器、 コ ンピ ュータ プログラム、 ネ ッ ト ワーク、 データベースが感染し た と し ても、 そのこ と によ り直

接または間接的に生じ た損失、 損害その他の費用について一切責任を負わないものと し ます。 

お客様ご自身にて、 ①アンチウイルス保護、 ②デー タ入出力、 ③紛失デー タの復元、 ④ 「当社商品」

ご承諾事項
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またはイ ンス ト ールされたソ フ ト ウ ェ アに対する コ ンピ ュータ ウイルス感染防止、 ⑤ 「当社商品」 に

対する不正ア クセス防止についての十分な措置を講じ て く だ さい。

(6) ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 

従いま し て、 次に掲げる用途での使用は意図し ておらず、 お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用

される際には、｢当社｣は｢当社商品｣に対し て一切保証をいた し ません。ただ し、次に掲げる用途であっ

ても 「当社」 の意図し た特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。

(a) 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、 鉄道設備、 昇

降設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が及び う る用途）

(b) 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24時間連続運転システム、 決

済システムほか権利 ・ 財産を取扱う用途など）

(c) 厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、 電磁的妨害を

被る設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

(d) ｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

(7) 上記3.(6)(a)から(d)に記載されている他、 ｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車 （二輪車含む。 以下同じ） 

向けではあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで く だ さい。 自動車搭載用商品について

は当社営業担当者にご相談 く だ さい。

4. 保証条件

｢当社商品｣の保証条件は次のとお り です。

(1) 保証期間 ： ご購入後 １ 年間といた し ます。 （ただ し｢カ タ ログ等｣に別途記載がある場合を除きます。）

(2) 保証内容 ： 故障し た｢当社商品｣について、 以下のいずれかを｢当社｣の任意の判断で実施し ます。

(a) 当社保守サービス拠点における故障し た｢当社商品｣の無償修理 （ただ し、 電子 ・ 機構部品について

は、 修理対応は行いません。）

(b) 故障し た｢当社商品｣と同数の代替品の無償提供

(3) 保証対象外 ： 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

(a) ｢当社商品｣本来の使い方以外のご利用

(b) ｢利用条件等｣から外れたご利用

(c) 本ご承諾事項｢3. ご利用にあたっ てのご注意｣に反するご利用

(d) ｢当社｣以外による改造、 修理による場合

(e) ｢当社｣以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

(f) ｢当社｣からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

(g) 上記のほか｢当社｣または｢当社商品｣以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

5. 責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 ｢当社商品｣に関する保証のすべてです。

｢当社商品｣に関連し て生じ た損害について、 ｢当社｣および｢当社商品｣の販売店は責任を負いません。

6. 輸出管理

｢当社商品｣または技術資料を、輸出または非居住者に提供する場合は、安全保障貿易管理に関する日本

および関係各国の法令・規制を遵守 く だ さい。お客様が法令・規則に違反する場合には、｢当社商品｣また

は技術資料をご提供できない場合があ り ます。
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●安全に使用し ていただ く ための表示と意味について

本書では、 F3SJ-Bを安全にご使用いただ く ために、 注意事項を次のよ う な表示と記号で示し ています。 こ こ

で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し ていますので、 必ず守っ て く だ さ い。 表示と記号は次

のとお り です。

●図記号の意味

●警告表示

使用者について

F3SJ-Bの設置や設定、 および機械制御システムへの組み込みは必ず適切な訓練を受けた有資格

者が実施し て く だ さい。 資格のない作業者が実施する と正し く 動作し な く な り、 人体が検出さ

れず、 重傷を負う恐れがあ り ます。

使用者は本書をよ く 読んで、 設置手順、 動作確認手順、 および メ ンテナンス手順を十分に理解

し た上で使用し て く だ さい。

取り付ける機械について

電気的制御による急停止が不可能な機械には適用できません。 た と えば、 フル回転ク ラ ッ チを

用いた機械プレスには使用し ないで く だ さい。 機械の危険部に到達する前に機械が止ま らず、

重傷を負う恐れがあ り ます。

安全上のご注意

正しい取り扱いを し なければ、 この危険のために、 軽傷 ・ 中程度の傷害を負った り、 万

一の場合には重傷や死亡に至った りする恐れがあ り ます。 また、 同様に重大な物的損害

を もたらす恐れがあ り ます。

一般的な禁止を示し ます。

一般的な指示を示し ます。

感電の可能性についての注意を示し ます。
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取り付けについて

F3SJ-Bを設置後、 機械が動作し ない状態でF3SJ-Bが意図し た とお り に動作する こ と を必ず確

認し て く だ さい。 意図し た とお り に設定されていない場合、 人体が検出されず、 重傷を負う恐

れがあ り ます。

F3SJ-Bと危険部の間には、 必ず安全距離を確保し て く だ さい。 機械の危険部に到達する前に機

械が止ま らず、 重傷を負う 恐れがあ り ます。

人体が検出エ リ アを通過し てのみ機械の危険部に到達でき るよ う に機械周辺に防護構造物を設

置し て く だ さい。 機械の危険部で作業を行う と き、 常に人体の一部が検出エ リ ア内に残るよ う

にし、 死角が発生し ないよ う に設置し て く だ さい。 機械の危険部とF3SJ-Bの検出エ リ アの間に

人体が入り込んで し ま う場合は、 イ ン ターロ ッ クがかかるシステムと し、 機械の再始動を防止

し て く だ さい。 人体が検出されず、 重傷を負 う恐れがあ り ます。

イ ン ターロ ッ ク リ セ ッ ト スイ ッ チは、 危険エ リ ア全体が見え、 かつ危険エ リ ア内から操作でき

ない位置に設置し て く だ さい。

F3SJ-Bは、 危険エ リ アからの飛来物に対し て人体を防護する こ とはできません。 別途覆いまた

は囲いを設けて く だ さい。

F3SJ-Bの設置は光沢面からの影響を受けないよ う に設置し て く だ さい。 検出不能状態と な り、

重傷を負う恐れがあ り ます。 光沢面からの設置距離についてはp.20 「光沢面からの距離」 を参

照し て く だ さい。

複数セ ッ ト のF3SJ-Bを使用する と きは、 し ゃ光板を使用するなど し て、 相互干渉が発生し ない

よ う に設置し て く だ さい。

本体の取り付け、 コー ド コネク タは確実に締めて く だ さい。

下図のよ う に ミ ラーを使用し た回帰反射型の配置では使用し ないで く だ さい。 検出不能状態に

なる こ とがあ り ます。 ミ ラーで検出エ リ アを90°曲げる こ とは問題あ り ません。
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すべてのF3SJ-Bに対し て 「第5章 チ ェ ッ ク リ ス ト 」 に記載の点検を実施し て く だ さい。

配線について

負荷は出力と+24Vラ イ ンの間に接続し て く だ さい （NPN出力）。 誤って出力と0Vラ イ ンの間に

接続する と、 動作モー ドが 「し ゃ光時ON」 に反転し て危険です。

出力線を0Vラ イ ンに短絡させないで く だ さい。 出力が常時ONと な り危険です。 また、 出力線の

地絡によ って出力がONと ならないよ う、 電源の+24V側を接地し て く だ さい。

必要な安全カテゴ リの要求事項を満たすよ う に適切な数の制御出力を使用し てシステムを構成

し て く だ さい。

F3SJ-Bの各ラ イ ンをDC24V+20%を超えるDC電源に接続し ないで く だ さい。 また、 AC電源にも

接続し ないで く だ さい。 感電、 も し く は破壊の可能性があ り危険です。

配線は、 必ず電源OFFの状態で行っ て く だ さい。

補助出力を安全用途に使用し ないで く だ さい。 F3SJ-Bが故障し ても人体が検出されず、 重傷を

負う恐れがあ り ます。

F3SJ-BがIEC 61496-1およびUL 508を満たすために、 DC電源ユニ ッ ト は下記の項目すべてを満

たすよ う にし て く だ さい。

･定格の電源電圧内 （DC24V±20%） である

･複数の装置に接続する場合には、 各装置の総定格電流に対し て余裕を持たせる。

･EMC指令適合 （工業環境）

･一次回路、 二次回路間が二重絶縁あるいは強化絶縁

･過電流保護特性が自動復帰

･出力保持時間が20 ms以上

･UL508で定義される ク ラス2回路または制限電圧電流回路の出力特性要求を満たす。 詳細はp.62

を参照し て く だ さい。

･F3SJ-Bが使用される国、 地域でのEMC と電気機器安全に関する法規 ・ 規格に従う電源である。

(例 ： EUではEMC指令、 低電圧指令に適合の電源である こ と)

すべての入出力線は、 危険電圧から二重絶縁あるいは強化絶縁によ り絶縁されているよ う に し

て く だ さい。 感電の可能性があ り危険です。

コー ド 延長は規定以内の長さ と し て く だ さい。 安全機能が正常に働かない可能性があ り危険で

す。
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その他

F3SJ-BをPSDIモー ド （センサによるサイ クル運転の再始動） で使用するには、 F3SJ-Bと機械

の間に適切な制御回路を構成する必要があ り ます。 PSDIについての詳細は、 OSHA1910.217、

IEC61496-1、 およびその他の関連する規格、 規制を参照し て く だ さい。

本体を分解、 修理、 改造し ないで く だ さい。 本来の安全機能が失われ危険です。

F3SJ-Bを引火性、 爆発性ガスの雰囲気中で使用し ないで く だ さい。 爆発の恐れがあ り ます。

F3SJ-Bの日常点検、 6か月ご との点検を必ず実施し て く だ さい。 システムが正常に動作せず、

重傷を負う恐れがあ り ます。

F3SJ-Bの間近で携帯電話や ト ラ ンシーバを使用し ないで く だ さい。
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以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要なこ と ですので必ず守っ て く だ さい。

･次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい。

-直射日光など、 強い外乱光があたる場所

-湿度が高 く 、 結露する恐れがある場所

-オイル ミ ス ト や腐食性ガスがある場所

-仕様で定められる以上の振動や衝撃が本体に伝わる場所

-水がかかる場所

-汚染度3以上の場所

-接着剤を溶かすよ う な油のかかる場所

･負荷は、 下記の項目すべてを満たすよ う にし て く だ さい。

-短絡させない

-定格以上の電流を流さ ない

･製品を落下させないで く だ さい。

･投光器と受光器の上下方向を合わせて設置し て く だ さい。

･使用し ている国の該当する廃棄物処理規則に従って廃棄し て く だ さい。

･ コー ドのコネク タ を確実に締めて く だ さい。

･ コー ドのコネク タ を、 他のコネク タに切り替える場合、 コネク タ内部の導体がIP54以上で保護される構造と

し て く だ さい。

･高圧線や動力線とF3SJ-Bの入出力線を同一配管で使用し ないで く だ さい。

･ コー ド を専用コー ド以外で延長する場合、 同等以上の性能のコー ド を使用し て く だ さい。

･ コー ド を延長する際は、 仕様で定められた長さ （最大30m） の範囲内で延長を行っ て く だ さい。

･ スパッ タ などの異物が付着するよ う な環境ではスパッ タからF3SJ-Bを保護する カバーを装着 く だ さい。

･PCツール 「SD Manager」 （形F39-GWUM） やセ ッ テ ィ ングコ ン ソール （形F39-MC21） は、 F3SJ-A専用の設 

定ツールです。 F3SJ-Bにこれら設定ツールを接続し て使用し ないで く だ さい。

製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て く だ さい。

■ 保管 ・ 設置環境について
･次のよ う な場所には保管 ・ 設置し ないで く だ さい。

-仕様で定められる以上の温度、 湿度での長時間の保管、 使用

･本製品はク ラスA機器です。 家庭用環境において、 本製品は電波障害を起こすこ とがあ り ます。 この  
場合は、 責任者が十分な対策を講じ て く だ さい。

･F3SJ-Bは高度2000mまで使用できます。

■ 配線 ・ 取り付けについて
･配線は、 必ず電源OFFの状態で行っ て く だ さ い。 故障診断機能によ り、 F3SJ-Bが動作し な く なる こ  
とがあ り ます。

･出力線を0Vラ イ ンに短絡させたままにし ないで く だ さい。 F3SJ-Bが故障する原因と な り ます。
･通信線を専用コー ド （形F39-JD□□） 以外で延長する場合は、 同等以上の性能のコー ド （ツ イス ト   
ペア線） を使用し て く だ さい。 シールドは0Vラ イ ンへ接続し て く だ さい。

コ ード 仕様について（ 延長コ ード ） p.66

･すべての端子の信号名を確認し、 正し く 配線し て く だ さい。
･電源投入後に検出エ リ アに何もない状態と し、 安定表示灯が点灯する こ と を確認し て く だ さい。
･制御システムは、 F3SJ-Bの電源投入後2秒以上経過し てから作動させて く だ さい。
･市販のスイ ッ チングレギュ レータ を使用する場合、FG（フ レームグラ ン ド端子） を接地し て く だ さい。
･検出幅が1105mm を超える場合、 外形寸法図にし たがい、 規定の数量、 および位置にて中間金具をご  
使用 く だ さい。 
ご使用されない場合、 定格/性能を満たすこ とができません。

安全上の要点

使用上の注意
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･強い高周波ノ イズを発生する機器から離し て設置し て く だ さい。あるいは遮蔽対策を十分に行って く   
だ さい。

･他の機器と電源を共有する こ とによ って ノ イズの影響や電圧降下などの影響を受ける可能性があ り 
ます。 他の機器と電源を共用せず、 安全コ ンボ専用の電源とする こ と を推奨し ます。

■ 清掃について
シンナー、ベンジン、アセ ト ン類は、樹脂部材やケース塗装を溶かし ますので、使用し ないで く だ さい。

■ 検出体について
透明体、 半透明体は検出できません。
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概要と仕様

基本構成と各部の名称

システム構成と 名称について説明し ます。

投光器と受光器の見分け方はF3SJ-Bの正面に貼ってある ラベルに 「EMITTER」 と印字し ている方が投光器、 「RECEIVER」 と

印字し ている方が受光器と な り ます。

部品 形式 説明

投光器、 受光器 形F3SJ-B□□□□N25-□-01T 必要な検出幅に応じ て選定し ます。

形式の意味は以下の通り です。 

①検出幅(mm)

②出力タ イプ(N=NPN出力タ イ プ *1)

③最小検出物体(mm)

④Lは投光器、 Dは受光器、 ブ ラ ン クは投光器と受光器のセ ッ ト

*1 投光器には"-"が表示されます。
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機種概要

ご利用可能な機能と し ては、 外部テス ト 機能、 ロ ッ ク アウ ト リ セ ッ ト 機能、 補助出力機能、 直列連結機能が

あ り ます。
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内部(LED)表示灯の点灯パターン
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＜投光器＞

＜受光器＞

No. 内部表示灯 点灯 点滅

1 上端入光表示灯 TOP 
最上端の光軸が入光し ている と

きに点灯し ます。

キャ ッ プエラー、 連結エラーの

と きに点滅し ます。

2 安定表示灯 STB
入光量が出力ONし きい値の170

％以上で点灯し ます。

外乱光や振動の影響で制御出力

がOFFし た と きに点滅し ます。

3 ON/OFF出力表示灯
ON

OFF

緑 ： 制御出力がONのと きに点灯

し ます。

赤 ： 制御出力がOFFのと きに点

灯し ます。

赤 ： 制御出力エラーのロ ッ クア

ウ ト 時に点滅し ます。

4 ロ ッ ク アウ ト 表示灯 LOCKOUT
受光器側のロ ッ クアウ ト 時に点

灯し ます。

投光器側のロ ッ クアウ ト 時に点

滅し ます。

5 電源表示灯 POWER
投光器の電源が投入されている

と きに点灯し ます。

電源電圧/ノ イズによるロ ッ クア

ウ ト のと きに点滅し ます。

6 テス ト 表示灯 TEST ― 外部テス ト 中に点滅し ます。

10 下端入光表示灯 BTM
最下端の光軸が入光し ている と

きに点灯し ます。
―

No. 内部表示灯 点灯 点滅

1 上端入光表示灯 TOP
最上端の光軸が入光し ている と

きに点灯し ます。

キャ ッ プエラー、 連結エラーの

と きに点滅し ます。

2 安定表示灯 STB
入光量が出力ONし きい値の170

％以上で点灯し ます。

外乱光や振動の影響で制御出力

がOFFし た と きに点滅し ます。

3 ON/OFF出力表示灯
ON

OFF

緑 ： 制御出力がONのと きに点灯

し ます。

赤 ： 制御出力がOFFのと きに点

灯し ます。

赤 ： 制御出力エラーのロ ッ クア

ウ ト 時に点滅し ます。

4 ロ ッ クアウ ト 表示灯 LOCKOUT
投光器側のロ ッ ク アウ ト 時に点

灯し ます。

受光器側のロ ッ クアウ ト 時に点

滅し ます。

5 通信表示灯 COM
投受光器間の通信が成立し た と

きに点灯し ます。

投受光器間の通信異常による

ロ ッ クアウ ト 時に点滅し ます。

6 構成表示灯 CFG ―
投受光器間の形式異常による

ロ ッ クアウ ト 時に点滅し ます。

7 内部エラー表示灯 INTERNAL ―
内部異常によるロ ッ クアウ ト 時

に点滅し ます。

10 下端入光表示灯 BTM
最下端の光軸が入光し ている と

きに点灯し ます。
―
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定格／性能

形式中の□□□□には、 検出幅(mm)が4桁の数字で入り ます。

*1. 誘導性負荷の値は、 制御出力が頻繁に ON/OFF を繰り返す場合の最大値です。 制御出力を 4Hz 以下で使用する場合は使用できる誘

導性負荷の値が大き く な り ます。

*2. 追加でコ ンデンサなどの容量性負荷を含む素子を接続する場合に考慮し ていただ く 値です。

*3. こ こでの Vs とは使用環境での電圧値です。

項目

形式
F3SJ-B□□□□N25-01T

最小検出物体
不透明

直径25mm

光軸ピ ッ チ 20mm

光軸数 8～102光軸

検出幅 185～2065mm

レンズ径 φ5mm

検出距離 0.2～7m

応答時間
ON→OFF ： 15ms以下(単体、 2連結、 3連結時の応答時間)

OFF→ON ： 70ms以下(単体、 2連結、 3連結時の応答時間)

電源投入後立ち上がり時間 2s以下

電源電圧 （Vs) SELV/PELV 24VDC±20% （リ ッ プルp-p10%以下）

消費電流
8ページ 「形式/消費電流一覧」 を参照し て く だ さい。

光源 赤外LED （波長870nm）

有効開口角(EAA)
IEC61496-2に基づ く 。

投光器､受光器と も検出距離3m以上の時±2.5°以内

制御出力(OSSD)

NPN ト ラ ンジス タ出力 x 2､負荷電流200 mA以下､残留電圧2 V以下(コー ド延長による影響

除 く )、 漏れ電流 1 mA 以下、 誘導性負荷2.2H以下 　 *1

許容容量負荷1μF 　 *2

補助出力

NPN ト ラ ンジス タ出力× 1 

負荷電流100mA以下

残留電圧2 V以下(コード延長による影響除 く )

漏れ電流 1 mA 以下

出力動作モー ド
制御出力 ： 入光時ON

補助出力 ： 制御出力の反転出力

入力電圧

テス ト 入力

  ON電圧 ： 1/2Vs～Vsまたはオープン *3 （短絡電流 約3.0mA）

  OFF電圧 ： 0V～3V （短絡電流 約4.0mA）

リ セ ッ ト 入力

  ON電圧 ： 0V～3V （短絡電流 約4.0mA）

  OFF電圧 ： 1/2Vs～Vsまたはオープン *3 （短絡電流 約3.0mA）

過電圧カ テゴ リ Ⅱ （IEC 60664-1）

表示灯 4ページ 「内部(LED)表示灯の点灯パターン」 を参照し て く だ さい。

相互干渉防止機能 相互干渉防止アルゴ リズムで3セ ッ ト 間の干渉防止

直列連結機能

連結数 ： 3セ ッ ト まで

総光軸数 ： 192光軸まで

連結コー ド長さ ： 7m以内 （連結ケーブル （形F39-JBR2W） と本体のケーブルは含まな

い）

テス ト 機能
セルフ テス ト （電源投入時および通電時）

外部テス ト （テス ト 入力による投光停止機能）
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項目

形式
F3SJ-B□□□□N25-01T

保護回路 出力負荷短絡保護、 電源逆接続保護

周囲温度 動作時 ： -10～55℃ （ただ し氷結し ないこ と）、 保存時 ： -25～70℃

周囲湿度 動作時 ： 35～85%RH （ただ し結露し ないこ と）、 保存時 ： 35～95%RH

使用周囲照度 白熱ラ ンプ ： 受光面照度3,000 lx以下、 太陽光 ： 受光面照度10,000 lx以下

絶縁抵抗 20MΩ以上 （DC500 Vメ ガにて）

耐電圧 AC1,000V、 50/60Hz、 1min

保護構造 IP65 （IEC60529）

耐振動

Class 3M4(IEC TR 60721-4-3)

誤動作 ： 5～150Hz、 複振幅7mm、 加速度1G、 X、 Y、 Z各方向10掃引(共振周波数での遅

延な し)

耐久衝撃 Class 3M4(IEC TR 60721-4-3)

誤動作 ： 加速度15G、 パルス時間6ms、 X、 Y、 Z各方向100回(合計600回)

汚染度 汚染度3 （IEC 60664-1）

電源コー ド

接続方式

コネク タ付き コー ド引き出し タ イプ、 コー ド長0.3m

コネク タ方式 （M12、 8ピン）

コネク タ部IP67の保護構造 （嵌合時）

芯数 8芯

コー ド径 φ6mm 　

許容曲げR R5mm

直列連結コー ド

(形F39-JBR2W)

接続方式 コネク タ付き コー ド引き出し タ イプ、 コー ド長0.2m

コネク タ方式 （M12、 8ピン）

コネク タ部IP67の保護構造 （嵌合時）

8芯

φ6mm

R5mm

芯数

コー ド径

許容曲げR

延長コー ド

(形F39-JD□A、 JD□B)

接続方式 コネク タ方式 （M12、 8ピン）

コネク タ部IP67の保護構造 （嵌合時）

ツ イス ト ペア線について(片側コネク タ コー ド) p.63、 (両側コネク タ コー ド) p.64

コー ドの総延長長さについて p.64

8芯

φ6.6mm 

R36mm 

芯数

コー ド径

許容曲げR

コー ド延長 最大30m

材質 ケース ： アル ミ

キャ ッ プ ： ABS樹脂、 PBT

光学カバー ： PMMA樹脂(アク リル)

コー ド ： 耐油性PVC

質量(梱包状態) 形F3SJ-B□□□□N25-01T

質量 （g） = （検出幅） ×2.7＋500

付属品 ク イ ッ ク イ ンス ト ールマニュアル （QIM）、 取扱説明書

適合規格 iページ 「法規 ・ 規格について」 を参照し て く だ さい。

機能安全特性データ(EN 61508:2010) http://www.fa.omron.co.jp/safety_6/ を参照し て く だ さい。
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概要と仕様

形式/消費電流一覧

形式
光軸数 検出幅 ［mm］

消費電流

（F3SJ-B□□□□N25-01T） 投光器 受光器

F3SJ-B0185N25-01T 8 185 41.0mA 43.0mA

F3SJ-B0225N25-01T 10 225 43.0mA 43.0mA

F3SJ-B0305N25-01T 14 305 46.0mA 44.0mA

F3SJ-B0385N25-01T 18 385 49.0mA 46.0mA

F3SJ-B0465N25-01T 22 465 52.0mA 47.0mA

F3SJ-B0545N25-01T 26 545 55.0mA 48.0mA

F3SJ-B0625N25-01T 30 625 58.0mA 49.0mA

F3SJ-B0705N25-01T 34 705 62.0mA 50.0mA

F3SJ-B0785N25-01T 38 785 65.0mA 51.0mA

F3SJ-B0865N25-01T 42 865 68.0mA 52.0mA

F3SJ-B0945N25-01T 46 945 71.0mA 53.0mA

F3SJ-B1025N25-01T 50 1025 75.0mA 54.0mA

F3SJ-B1105N25-01T 54 1105 69.0mA 55.0mA

F3SJ-B1185N25-01T 58 1185 72.0mA 57.0mA

F3SJ-B1265N25-01T 62 1265 75.0mA 58.0mA

F3SJ-B1345N25-01T 66 1345 77.0mA 59.0mA

F3SJ-B1425N25-01T 70 1425 80.0mA 60.0mA

F3SJ-B1505N25-01T 74 1505 83.0mA 61.0mA

F3SJ-B1585N25-01T 78 1585 85.0mA 62.0mA

F3SJ-B1665N25-01T 82 1665 88.0mA 63.0mA

F3SJ-B1745N25-01T 86 1745 91.0mA 64.0mA

F3SJ-B1825N25-01T 90 1825 93.0mA 65.0mA

F3SJ-B1905N25-01T 94 1905 96.0mA 67.0mA

F3SJ-B1985N25-01T 98 1985 99.0mA 68.0mA

F3SJ-B2065N25-01T 102 2065 101.0mA 69.0mA
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動作確認を行う ための必要最小限の配線

使用時の配線
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機能説明

外部テスト 機能
外部からの信号によ り強制的に投光を停止させる機能です。F3SJ-Bがし ゃ光された と きに安全システ

ムが正し く 停止 （制御出力OFF） するかど うかを確認するために使用できます。

投光を停止するには、 投光器のテス ト 入力線にオープンまたは1/2Vs～Vsの電圧を印加し て く だ さい。
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セルフ テスト 機能
F3SJ-Bは、 電源投入時(2秒以下)にセルフ テス ト を実施し異常の有無を確認し ます。 また、 動作中にも

周期的にセルフ テス ト (応答時間以内)を実施し ます。

本機能は解除できません。

セルフ テス ト で異常が発見される と、 F3SJ-Bはロ ッ ク アウ ト 状態にな り、 制御出力をOFF状態のまま

保持し、 同時にエ ラーを表示し ます。

 セルフ テス ト の内容

セルフ テス ト によ り以下のよ う な異常を検出する こ とができます。

〈投光器〉

･ 投光素子及び投光回路の破損

･ CPUの暴走

･ コー ド の断線 ・ 短絡

〈受光器〉

･ 外部電源電圧異常

･ 内部電源回路破損

･ 受光素子及び検出回路の破損

･ CPUの暴走

･ メ モ リの異常

･ 外乱光の入光

･ 安全出力回路破損

･ コー ド の断線 ・ 短絡

制御出力の出力波形

F3SJ-Bが入光状態にある と き、 出力回路をテス ト するために、 下図のよ う に制御出力が周期的にOFF

し ます。 このOFF信号がフ ィ ー ド バッ ク される と、 出力回路は正常と診断されます。 短絡などによ り

出力信号にOFFパルス信号が含まれない場合、 受光器は出力回路あるいは配線の異常と診断し、 ロ ッ

ク アウ ト 状態にな り ます。
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ロッ ク アウト リ セッ ト 機能
ロ ッ ク アウ ト になった原因が取り除かれた場合、 以下のどち らかの方法でロ ッ ク アウ ト の解除が可能

です。

･電源の再投入

･リ セ ッ ト 入力 

リ セ ッ ト 入力線(黄)を1s以上オープンまたは1/2Vs～Vsにし た後、 0V～3Vの電圧を再印加し ます。
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補助出力機能
F3SJ-Bの状態をモニ タ リ ングするための補助出力です。 この出力をプログラマブルコ ン ト ローラなど

に接続し て使用し ます。

補助出力を安全用途に使用し ないで く だ さい。 

F3SJ-Bが故障し ても人体が検出されず、 重傷を負う恐れがあ り ます。
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設置条件

検出エリ アと 侵入経路

検出エ リ アを通過し てのみ機械の危険部に到達できるよ う に機械周辺に防護構造物を設

置し て く だ さい。 機械の危険部で作業を行 う と き、 常に人体の一部が検出エ リ ア内に残

るよ う に し、 死角が発生し ないよ う に設置し て く だ さい。 

機械の危険部とF3SJ-Bの検出エ リ アの間に人体が入り込んで し ま う 場合は、 イ ン ター

ロ ッ クがかかるシステムと し、 機械の再始動を防止し て く だ さい。 人体が検出されず、

重傷を負う 恐れがあ り ます。

電気的制御による急停止が可能でない機械には適用できません。 た と えばフル回転ク

ラ ッ チを用いた機械プレスには使用し ないで く だ さい。 機械の危険部に到達する前に機

械が止ま らず重傷を負う 恐れがあ り ます。

F3SJ-BをPSDIモー ド(センサによるサイ クル運転の再始動)でご使用になるには、 F3SJ-

Bと機械の間に適切な制御回路を構成する必要があ り ます。 PSDIについての詳細は、

OSHA1910.217、 IEC61496-1、 およびその他の関連する規格、 規制を参照 く だ さい。

イ ン ターロ ッ ク リ セ ッ ト スイ ッ チは、 危険エ リ ア全体が見え、 かつ危険エ リ ア内から操

作できない位置に設置し て く だ さい。

F3SJ-Bを引火性、 爆発性ガスの雰囲気中で使用し ないで く だ さい。 爆発する恐れがあ り

ます。

F3SJ-Bは、 危険エ リ アからの飛来物に対し て人体を防護する こ とはできません。 別途覆

いまたは囲いを設けて く だ さい。

本体の取り付け、 コー ド コネク タは確実に締めて く だ さい。

〈正しい位置〉

〈誤った設置〉
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安全距離
安全距離とは、 人体や物体が機械の危険部に到達する前に危険部を停止させるため、 F3SJ-Bと危険部

が最低限離されなければなら ない距離のこ と です。 安全距離は各国の規格や機械の個別規格によ っ て

異な り ます。 必ず関連規格を参照し て く だ さい。

F3SJ-Bと危険部の間に安全距離(S)を確保し て く だ さい。 機械の危険部に到達する前に

機械が止ま らず、 重傷を負う恐れがあ り ます。

機械の応答時間とは、 機械が停止信号を受信し てから機械の危険部が停止するまでの時間です。 機械の応答時間は実

機で測定し て く だ さい。 また、 機械の応答時間に変化がないかど うか、 定期的に確認し て く だ さい。

国際規格ISO13855(欧州規格EN ISO13855)で規定される安全距離の計算方法(参考)

人体がF3SJ-Bの検出エ リ アに対し て垂直に侵入する場合

S=K×T＋C･･･(1)式

･S:安全距離

･K:検出エ リ アへの侵入速度

･T:機械とF3SJ-Bの合計応答時間

･C:F3SJ-Bの最小検出物体直径から計算される追加距離

<最小検出物体直径が30mm以下のシステム>

K=2,000mm/s、 C=8×(d－14mm)と し て、 (1)式を使用し て計

算し ます。

S=2,000mm/s×(Tm＋Ts)＋8×(d－14mm) 

･ S=安全距離 （mm）

･ Tm=機械の応答時間 （s）

･ Ts=F3SJ-BのON→OFFへの応答時間 （s）

･ d=F3SJ-Bの最小検出物体直径 （mm）

[計算例]

Tm=0.05s, Ts=0.015s, d=25mm のと き:

S=2,000mm/s×(0.05s＋0.015s)＋8×(25mm－14mm)

=218mm

この計算結果が100mm未満の場合は、 S=100mmと し ます。

500mmを越える場合は、 K=1,600mm/sと し た次の式で再計算し ます。

S=1,600mm/s×(Tm＋Ts)＋8×(d－14mm) ･･･(2)式

上記(2)式の計算結果が500mm未満の場合は、 S=500mmと し ます。
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検出エ リ アの上方を越えて迂回する接近の場合

垂直に設置し たF3SJ-E/Bの検出エ リ アの上方を越えて

機械の危険部に接近する こ と を防ぐ こ とがで き ない場

合、 これを考慮し てF3SJ-E/Bの高さ および安全距離S

を決定する必要があ り ます。下記の式で計算し た安全距

離S と人体がF3SJ-E/Bの検出エ リ アに対し て垂直に侵 

入する場合で計算し た安全距離Sを比較し て、 よ り大き

な値を安全距離S と し なければな り ません。

S=(K×T)＋Cro ･･･(5)式

･S: 安全距離

･K: 検出エ リ アへの侵入速度

･T: 機械とF3SJ-E/Bの合計応答時間

･Cro: 検出エ リ アの上方を越えて機械の危険部に人体が接近でき る距離に基づいた侵入距離。機械の危   

険部の高さaと検出エ リ ア上端の高さbによ り、 下表から決ま り ます。 

注.検出エ リ ア下端が基準面から300mmを超える場合は、 検出エ リ アの下を く ぐ る接近に対し て十分な 

保護ができません。

まずK=2,000mm/sと し て、(5)式を使用し て計算し ます。 この計算結果が100mm未満の場合は、S=100mm

と し ます。

この計算結果が500mm を越える場合は、 K=1,600mm/s と し て、 再計算し ます。 この計算結果が500mm

未満の場合は、 S=500mmと し ます。

注1. 迂回またはまたぎに対し て十分な保護を提供し ないため、 検出エ リ ア上端の高さが900mm未満の

場合は含まれていません。

注2. 表の値を補間し てはいけません。 a、 bまたはCroが上表の2つの値の間にある場合、 安全距離Sが

よ り大き く なる値を使用し て く だ さい。

機械の

危険部

の高さ

a

検出エ リ ア上端の高さ b

900 1000 1100 1200 1300 1400 1600 1800 2000 2200 2400 2600

侵入距離 Cro

2600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2500 400 400 350 300 300 300 300 300 250 150 100 0

2400 550 550 550 500 450 450 400 400 300 250 100 0

2200 800 750 750 700 650 650 600 550 400 250 0 0

2000 950 950 850 850 800 750 700 550 400 0 0 0

1800 1100 1100 950 950 850 800 750 550 0 0 0 0

1600 1150 1150 1100 1000 900 850 750 450 0 0 0 0

1400 1200 1200 1100 1000 900 850 650 0 0 0 0 0

1200 1200 1200 1100 1000 850 800 0 0 0 0 0 0

1000 1200 1150 1050 950 750 700 0 0 0 0 0 0

800 1150 1050 950 800 500 450 0 0 0 0 0 0

600 1050 950 750 550 0 0 0 0 0 0 0 0

400 900 700 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

200 600 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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[計算例]

･T: Tm＋Ts (s)

･Tm: 機械の応答時間 (s)

･Ts: F3SJ-E/BのON→OFFへの応答時間 (s)

･a: 機械の危険部の高さ (mm)

･b:検出エ リ ア上端の高さ (mm)

Tm=0.05s, Ts=0.01s, a=1,400mm, b=1,500mmのと き ：

上表よ り、 Cro=850mmです。 bが1,400mmと1,600mmの間にあるため、 Croの値の大きいb=1,400mmを

使います。

S=2,000mm/s×(0.05s＋0.01s)＋850mm

  =970mm

970mmは500mmを超えるため、 K=1,600mm/sと し て再計算し ます。

S=1,600mm/s×(0.05s＋0.01s)＋850mm

  =946mm

この式で計算し たS=946mm と、 人体がF3SJ-E/Bの検出エ リ アに対し て垂直に侵入する場合の計算

結果と を比較し、 よ り大きい計算結果を安全距離と し ます。

最小検出物体直径が40mm以下のシステムの計算例の場合、 人体がF3SJ-E/Bの検出エ リ アに対し て

垂直に侵入する場合の計算結果S=120mmよ り大きいため、 安全距離はS=946mmと な り ます。

最小検出物体直径が40mmよ り大きいシステムの計算例の場合、 人体がF3SJ-E/Bの検出エ リ アに対

し て垂直に侵入する場合の計算結果S=946mmと同じ ため、 安全距離はS=946mmと な り ます。

人体がF3SJ-Bの検出エ リ アに対し て水平に侵入する場合

K=1,600mm/s、C=(1200-0.4×H)と し て(1)式を使用し

て計算し ます。

ただ し Cは850mm未満にな ら ないよ う に し て く だ

さい。

S=1,600mm/s×(Tm＋Ts)＋1200-0.4×H

･S=安全距離 （mm）

･Tm=機械の応答時間 （s）

･Ts=F3SJ-BのON→OFFへの応答時間 （s）

･H=F3SJ-Bの設置高さ （mm）

ただ しHは以下の式を満たすよ う に し て く だ さい。

1000≧H≧15( ｄ -50mm)

また、300mm(工業目的以外では200mm)を超える と不注意によ り検出エ リ アの下を く ぐ る危険がある こ

と を リ スク アセス メ ン ト に考慮する必要があ り ます。

[計算例]

Tm=0.05s, Ts=0.015s, d=25mm, H=500mm のと き:

S=1,600mm/s×(0.05s＋0.015s)＋1200－0.4×500mm

=1104mm

米国規格ANSI B11.19で規定される安全距離の計算法(参考)

人体がF3SJ-Bの検出エ リ アに対し て垂直に侵入する場合、安全距離は次に示す考え方によ っ て計算さ

れます。



20

第
 3

章
設

置
条

件

F3SJ-B
ユーザーズマニュ アル

配線/取り付け

S=K×(Ts+Tc+Tr+Tbm)+Dpf

･S:安全距離

･K:検出エ リ アへの侵入速度 （OSHA規格による推奨値は1,600mm/s）

侵入速度Kは、ANSI B.11.19規格では定義されていません。適用するKの値を決定する際には、 オペレー 

タの身体能力を含むあらゆる要因を考慮し て く だ さい。

･Ts=機械の停止時間 （s）

･Tr=F3SJ-BのON→OFFへの応答時間 （s）

･Tc=機械のブレーキを作動させるのに要する機械制御回路の最大応答時間 （s）

･Tbm=追加時間 （s）

機械がブレーキモニ タ を備えている場合は、 「Tbm= ブレーキモニ タ設定時間－(Ts+Tc)」 と な り ます。

ブレーキモニ タ を備えていない場合は(Ts+Tc)の20%以上を追加時間とする こ と を推奨し ます。

･Dpf=追加距離

ANSIの公式では、 Dpfの算出は以下のよ う にな り ます。

Dpf=3.4×(d－7.0) ： dはF3SJ-Bの最小検出物体直径(単位:mm)

[計算例]

K=1,600mm/s、 Ts＋Tc=0.06s、 ブレーキモニ タ設定時間=0.1s、

Tr=0.015s、 d=25mm のと き ：

Tbm=0.1－0.06=0.04s

Dpf=3.4×(25－7)=61.2mm

S=1,600mm/s×(0.06s＋0.015s＋0.04s)＋61.2mm=245.2mm

光沢面から の距離

光沢面からの反射の影響を受けないよ う に設置し て く だ さい。 検出不能状態と な り、 重

傷を負う恐れがあ り ます。

金属製の壁や床、 天井、 ワーク などの光沢面 （反射率の高い面） から以下に示す距離D以上離し て設

置し て く だ さい。

投光器と受光器の距離 （検出距離L） 設置許容距離D

0.2～3mのと き 0.13m

3m以上のと き L/2×tan5°= L×0.044 (m)
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相互干渉の防止方法
干渉光回避アルゴ リズムによ り最大3セ ッ ト まで相互干渉を防止し ます。

4セ ッ ト 以上のF3SJ-Bを設置する場合は、 相互干渉が発生し ないよ う に配置し て く だ さい。 2セ ッ ト 間

の設置距離が短いとF3SJ-B表面の反射光によ り相互干渉する こ とがあ り ます。相互干渉が発生する と

F3SJ-E/Bは制御出力が一瞬OFFするか、 も し く はロ ッ ク アウ ト 状態にな り ます。

以下の1～3を組み合わせて対策を行う と よ り効果的です。

1. 2セ ッ ト 間にし ゃ光板を設置する

2. 2セ ッ ト 間で投光方向が異なるよ う にする(千鳥配置)

 2セ ッ ト 間の設置距離が短いと、 表面の反射光によ り相互干渉する こ とがあ り ます。

3. 干渉し ない距離まで離し て設置する

投光器と受光器の距離 （検出距離L） 設置許容距離D

0.2～3mのと き 0.26m

3m以上のと き L×tan5°=L×0.088 （m）



22

第
 3

章
設

置
条

件

F3SJ-B
ユーザーズマニュ アル

配線/取り付け

4セ ッ ト 以上を使用する場合、以下のよ う な設置にする と相互干渉が発生する恐れがあ り ます。相互干

渉が発生する とF3SJ-E/Bは制御出力が一瞬OFFするか、 も し く はロ ッ クアウ ト 状態にな り ます。
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直列連結

計3セ ッ ト までのF3SJ-Bを連結接続できます。 直列連結すれば1連のセーフ テ ィ ラ イ ト カーテン と し て使用で

き、 配線も1セ ッ ト 分で済み、 相互干渉も防止できます。

直列連結されたF3SJ-Bがどれか一組でも し ゃ光状態になる と制御出力は2つと もOFFにな り ます。内部表示灯

はF3SJ-Bご とに独立し て点灯し ます。

･連結数 ： 3セ ッ ト まで

･総光軸数 ： 192光軸まで

･直列連結コー ド長さ ： 7m以内

例 ： コの字型の検出エ リ ア

本書では、 直列連結時の各F3SJ-Bを以下のよ う に呼びます。



24

第
 3

章
直

列
連

結

F3SJ-B
ユーザーズマニュ アル

配線/取り付け

以下のよ う に、 投光器同士 ・ 受光器同士を正し く 連結し て く だ さい。

キャ ッ プ と延長用直列連結コー ドが適切に接続されていない場合、 F3SJ-Bはロ ッ クアウ ト にな り ます。
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接続方法

1. プ ラ イマ リ側のキャ ッ プを外し ます。 キャ ッ プを外すには、 キャ ッ プのねじ （M3 ＋ねじ） をゆるめて 

キャ ッ プを取り外せる状態に し て く だ さい。

2. 延長用直列連結コー ド形F39-JBR2Wで接続し ます。

3. F3SJ-B間の連結距離を変更する と きは両側コネク タ コー ド形F39-JD□B(別売)を接続し て く だ さい。

・ コー ド およびキャ ッ プを装着する際は、 ねじ （M3 +ねじ、 各2箇所)を確実に締めて く だ さい。 （推奨 ト ルク0.54N･m） 

脱落および保護機能の劣化につながり ます。

・ キャ ッ プや直列連結コー ド を抜き差しする こ とによ り コネク タ部の周りのゴムパッ キンの位置がずれる こ とがあ り

ます。 

ゴムパッ キンがずれた場合はコネク タの奥まで押し下げてから、 F3SJ-Bに装着し て く だ さい。

2. 2. 



26

第
 3

章
外

形
寸

法
図

F3SJ-B
ユーザーズマニュ アル

配線/取り付け

外形寸法図
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上下金具と 中間金具を取り 付ける場合
背面取り付け時

金具取付方法（ 取り 付け） p.46

・ 検出幅が1105mm を超える場合、 外形寸法図に記載されている規定の数量、 位置に し たがっ て中間金具を使用し て

く だ さい。 規定に満たない場合、 定格/性能を満たすこ とができません。

・ センサ本体に加重がかかるよ う なご使用を される場合は、 中間金具を追加し て く だ さい。

寸法A～E、 Pについて

寸法Eについて

* 上記計算によ り得られた値Eを使用し ない場合Eは700mm以下とする。

寸法A C+69

寸法B C+42.2

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）

寸法D C-45

寸法E 検出幅によ って変わり ます。 下表を確認 く だ さい。

寸法P 20

検出幅 中間金具の数 寸法E

0185～1105 0 -

1185～1345 1 C/2以下

1425～2065 2 C/3以下
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側面取り付け時

金具取付方法（ 取り 付け） p.46

・ 検出幅が1105mm を超える場合、 外形寸法図に記載されている規定の数量、 位置に し たがっ て中間金具を使用し て

く だ さい。 規定に満たない場合、 定格/性能を満たすこ とができません。

・ センサ本体に加重がかかるよ う なご使用を される場合は、 中間金具を追加し て く だ さい。

寸法A～E、 Pについて

寸法Eについて

* 上記計算によ り得られた値Eを使用し ない場合Eは700mm以下とする。

寸法A C+69

寸法B C+42.2

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）

寸法D C-45

寸法E 検出幅によ って変わり ます。 下表を確認 く だ さい。

検出幅 中間金具の数 寸法E

0185～1105 0 -

1185～1345 1 C/2以下

1425～2065 2 C/3以下
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上下金具の外形寸法

中間金具 （背面取り付け） の外形寸法
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中間金具 （側面取り付け） の外形寸法
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中間金具を取り 付ける場合（ フ リ ーロケーショ ン取り 付け）
背面取り付け時

金具取付方法（ 取り 付け） p.46

中間金具の角度調整範囲は±30°と し て く だ さい。

寸法C、 Fについて

寸法Fについて

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）

寸法F 検出幅によ って変わり ます。 下表を確認 く だ さい。

検出幅 中間金具の数 寸法F

0185～0225 1 -

0305～1105 2 555mm以下

1185～1585 3 555mm以下

1665～2065 4 555mm以下
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側面取り付け時

金具取付方法（ 取り 付け） p.46

中間金具の角度調整範囲は±30°と し て く だ さい。

寸法C、 Fについて

寸法Fについて

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）

寸法F 検出幅によ って変わり ます。 下表を確認 く だ さい。

検出幅 中間金具の数 寸法F

0185～0225 1 -

0305～1105 2 555mm以下

1185～1585 3 555mm以下

1665～2065 4 555mm以下
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ワンタ ッ チ金具を取り 付ける場合
背面取り付け時

金具取付方法（ 取り 付け） p.46

ワン タ ッ チ金具の角度調整範囲は±30°と し て く だ さい。

寸法C、 Fについて

寸法Fについて

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）

寸法F 検出幅によ って変わり ます。 下表を確認 く だ さい。

検出幅 中間金具の数 寸法F

0185～1105 2 555mm以下

1185～1585 3 555mm以下

1665～2065 4 555mm以下
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側面取り付け時

金具取付方法（ 取り 付け） p.46

ワン タ ッ チ金具の角度調整範囲は±30°と し て く だ さい。

寸法C、 Fについて

寸法Fについて

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）

寸法F 検出幅によ って変わり ます。 下表を確認 く だ さい。

検出幅 中間金具の数 寸法F

0185～1105 2 555mm以下

1185～1585 3 555mm以下

1665～2065 4 555mm以下
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中間金具＋ワン タ ッ チ金具 （背面取り付け） の外形寸法

中間金具＋ワン タ ッ チ金具 （側面取り付け） の外形寸法

ワン タ ッ チM6金具の外形寸法 ワン タ ッ チM8金具の外形寸法
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互換取付金具を取り 付ける場合
背面取り付け時

金具取付方法（ 取り 付け） p.46

検出幅が1105mm を超える場合、 27ページ 「上下金具と中間金具を取り付ける場合」 の外形寸法図に記載されている

規定の数量、 位置にし たがって中間金具を使用し て く だ さい。 規定にし たがわない場合、 定格/性能を満たすこ とが

できません。

寸法A～Cについて

寸法A C+159

寸法B C+86

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）
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側面取り付け時

金具取付方法（ 取り 付け） p.46

検出幅が1105mm を超える場合、 27ページ 「上下金具と中間金具を取り付ける場合」 の外形寸法図に記載されている

規定の数量、 位置にし たがって中間金具を使用し て く だ さい。 規定にし たがわない場合、 定格/性能を満たすこ とが

できません。

寸法A～Cについて

寸法A C+159

寸法B C+86

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）
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互換取付金具の外形寸法
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密着金具を取り 付ける場合
背面取り付け時

・ F3SJ-EBシ リーズへ取り付ける こ とができる検出幅に制限があ り ます。 

　 取り付け可能検出幅 ＝ 185mm ～ 1105mm 

・ 取り付けに他の形式の金具(F39-LJB1など)を同時に使用できません。

30
30

32

2

2

密着取付金具
(F39-LJB5)

密着取付金具
(F39-LJB5)

BD
22
.5

10
.7
5

3.
25

7

A

6.5

30

34
.5

Ø919

30

P
(光
軸
ピ
ッ
チ
)

C
(検
出
幅
)

C B

3.
25

<M8ねじ固定>

2-M8

3.
25

C B

19

<M5ねじ固定>

4-M5

M3×6ねじ

M3×6ねじ

寸法A～Dについて

寸法A C+69

寸法B C+47.5

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）

寸法C C-45
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側面取り付け時

・ F3SJ-EBシ リーズへ取り付ける こ とができる検出幅に制限があ り ます。 

　 取り付け可能検出幅 ＝ 185mm ～ 1105mm 

・ 取り付けに他の形式の金具(F39-LJB1など)を同時に使用できません。

密着金具の外形寸法

33

D

34
.5

30
35

5

22
.5

12 10
.7
5

B

7

3.
25

30

6.5

A

30

Ø9 19
密着取付金具
(F39-LJB5)

密着取付金具
(F39-LJB5)

C B

3.
25

<M8ねじ固定>

2-M8

3.
25

C B

19

<M5ねじ固定>

4-M5M3×6ねじ

M3×6ねじ

寸法A～Dについて

寸法A C+69

寸法B C+47.5

寸法C 形式中の4桁の数字 （検出幅）

寸法C C-45

[単位 : mm]



45
F3SJ-B

ユーザーズマニュ アル

第
 3

章
外

形
寸

法
図

配線/取り付け

J

スパッ タ 保護カ バーを取り 付ける場合
 スパッ タ保護カバー 　 形F39-HB□□□□の外形寸法図

組付け寸法
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取り付け

取付方法
取付方法には、 上下金具を使用する場合、 上下金具＋中間金具を使用する場合、 中間金具のみを使用

する場合 （フ リーロケーシ ョ ン取り付け）、 ワン タ ッ チ金具を使用する場合があ り ます。 いずれの取付

方法でも同じ金具を使用し て背面取り付け、 側面取り付けを行う こ とができます。

取付金具の必要数量
各検出幅におけるセンサの取り付けに必要な金具数量は以下の通り です。

・ 上下金具のみを使用する場合⇒p.47

・ 上下金具+中間金具を使用する場合⇒p.49

・ 中間金具のみを使用する場合 （フ リーロケーシ ョ ン取り付け） ⇒p.53 　

・ ワン タ ッ チ金具を使用する場合⇒p.56

検出幅 上下金具数量 中間金具数量

0185～1105 2 0

1185～1345 2 1

1425～2065 2 2

検出幅 中間金具数量

0185～0225 1

0305～1105 2

1185～1585 3

1665～2065 4

検出幅 ワン タ ッ チ金具数量

0185～1105 2

1185～1585 3

1665～2065 4
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取り 付け手順
上下金具のみを使用する場合

1. 上下金具を付属の六角穴付ボル ト (M3×6)で本締めし ます。 六角穴付ボル ト (M3×6)の締め付け ト ルク

は0.54N･m(推奨)と し て く だ さい。 (図1)

回転止めのための六角穴付ボル ト (M3×6)を緩め、 取付金具を背面取り付け、 側面取り付けの状態に準

備し、 六角穴付ボル ト (M3×6） を仮締めし ます。

2. 上下金具を壁面の取り付け位置に合わせ、 ねじ で本締めし ます。 (図2)

 

壁面との取り付けねじは付属し ていません。

(図1) 

(図2) 
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3. センサの電源を入れ、 光軸調整を行います。

投光器を左右に振り(図3) 、 上端入光表示灯(TOP) 、 下端入光表示灯(BTM) で上下端光軸の入光状態を   

確認し ながら、 安定表示灯(STB) が点灯する角度の中心に合わせます。 (図4)

次に受光器を左右に振り(図3) 、 同様に安定表示灯(STB) が点灯する角度の中心に合わせます。 (図4)

・ 検出エ リ ア内にし ゃ光物がないこ と を確認し てから光軸調整を し て く だ さい。

・ 角度調整を行っ て も安定表示灯(STB) が点灯し ない場合、 投光器の取り付け面と受光器の取り付け面の平行度と、 

投光器と受光器の取り付け高さに問題がないか確認し て く だ さい。別売りのレーザポイ ン タ(形F39-PTJ)を使用する

と角度調整がしやす く な り ます。

4. 仮締めし ていた上下金具の回転止めのための六角穴付ボル ト (M3×6) を本締めし ます。 (図5) 

六角穴付ボル ト (M3×6) の締め付け ト ルクは0.54N･m(推奨) と し て く だ さい。

推奨値を大き く 超える ト ルクで固定する と故障の原因と な り ます。

以上で完了です。

EMITTER 
( ) 

RECEIVER 

(図3) (図4) 

(図5) 
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上下金具＋中間金具を使用する場合

1. 中間金具(3)の六角穴付ボル ト (M3×18)と中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3×12)を緩め、 センサのケー

スに取り付けられる状態にし ます。 (図6、 7)

中間金具は背面取り付け用に組み立てられています。

側面取り付けで使用される場合は、 まず中間金具(3)から中間金具(2)を取り外し、 図7のよ う に向き を

変えてご使用 く だ さい。

2. 中間金具をケースに取り付け、 中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3×12)を仮締めし ます。 (図8)

(図6) 

(図7) 

(図8) 
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3. 上下金具を付属の六角穴付ボル ト (M3×6)で仮締めし ます。

六角穴付ボル ト (M3×6)の締め付け ト ルクは0.54N･m(推奨)と し て く だ さい。

回転止めのための六角穴付ボル ト (M3×6)を緩め、 取付金具を背面取り付け、 側面取り付けの状態に準

備し、 六角穴付ボル ト (M3×6)を仮締めし ます。 (図9)

4. 上下金具、 中間金具を壁面の取り付け位置に合わせた状態で、 中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3×12)

を本締めし ます。 (図10)

六角穴付ボル ト (M3×12)の締め付け ト ルクは0.54N･m(推奨)と し て く だ さい。

(図9) 

(図10) 
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5. 上下金具、 中間金具の順で壁面と本締めし ます。 (図11)

 

壁面との取り付けねじは付属し ていません。

6. センサの電源を入れ、 光軸調整を行います。

投光器を左右に振り(図12)、 上端入光表示灯(TOP)、 下端入光表示灯(BTM) で上下端光軸の入光状態を 

確認し ながら、 安定表示灯(STB) が点灯する角度の中心に合わせます。 (図13)

次に受光器を左右に振り、 同様に安定表示灯(STB) が点灯する角度の中心に合わせます。 (図13)

・ 検出エ リ ア内にし ゃ光物がないこ と を確認し てから光軸調整を し て く だ さい。

・ 角度調整を行っ て も安定表示灯(STB) が点灯し ない場合、 投光器の取り付け面と受光器の取り付け面の平行度と、 

投光器と受光器の取り付け高さに問題がないか確認し て く だ さい。別売りのレーザポイ ン タ(形F39-PTJ)を使用する

と角度調整がしやす く な り ます。

(図11) 

EMITTER 
( ) 

RECEIVER 

(図12) (図13) 



52

第
 3

章
取

り
付

け

F3SJ-B
ユーザーズマニュ アル

配線/取り付け

7. 仮締めし ていた上下金具、 中間金具の回転止めのための六角穴付ボル ト (M3×6、 M3×18) を本締めし

ます。 (図14)

六角穴付ボル ト (M3×6、 M3×18)の締め付け ト ルクは0.54N･m(推奨)と し て く だ さい。

推奨値を大き く 超える ト ルクで固定する と故障の原因と な り ます。

以上で完了です。

(図14) 
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中間金具を使用する場合(フ リーロケーシ ョ ン取り付け)

1. 中間金具(3)の六角穴付ボル ト (M3×18)と中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3×12)を緩め、 センサのケー

スに取り付けられる状態にし ます。 (図15、 16)

中間金具は背面取り付け用に組み立てられています。

側面取り付けで使用される場合は、 まず中間金具(3)から中間金具(2)を取り外し、 図16のよ う に向き を

変えてご使用 く だ さい。

2. 中間金具をケースに取り付け、 中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3x18)を仮締めし ます。 (図17)

(図15) 

(図16) 

(図17) 
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3. 中間金具をスラ イ ド させ壁面の取り付け位置に合わせた状態に し ます。 (図18)

 

壁面との取り付けねじは付属し ていません。

4. 中間金具と壁面のボル ト を本締めし ます。 (図19)

5. 中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3×12)を本締めし ます。 六角穴付ボル ト (M3×12)の締め付け ト ルクは

0.54N･m(推奨)と し て く だ さい。 (図20)

 

推奨値を大き く 超える ト ルクで固定する と故障の原因と な り ます。

(図18) 

(図19) 

(図20) 
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6. センサの電源を入れ光軸調整を行います。

投光器を左右に振り(図21)、 上端入光表示灯(TOP)、 下端入光表示灯(BTM) で上下端光軸の入光状態を 

確認し ながら、 安定表示灯(STB) が点灯する角度の中心に合わせます。 (図22)

次に受光器を左右に振り(図21)、 同様に安定表示灯(STB) が点灯する角度の中心に合わせます。 (図22)

・ 検出エ リ ア内にし ゃ光物がないこ と を確認し てから光軸調整を し て く だ さい。

・ 角度調整を行っ て も安定表示灯(STB) が点灯し ない場合、 投光器の取り付け面と受光器の取り付け面の平行度と、 

投光器と受光器の取り付け高さに問題がないか確認し て く だ さい。別売りのレーザポイ ン タ(形F39-PTJ)を使用する

と角度調整がしやす く な り ます。

7. 仮締めに し ていた回転止めのための中間金具(3)の六角穴付ボル ト (M3×18)を本締めし ます。 (図23)

中間金具が3個以上ある場合は上段→下段→中段の順で本締めし て く だ さい。

六角穴付ボル ト (M3×18)の締め付け ト ルクは0.54N･m(推奨)と し て く だ さい。

推奨値を大き く 超える ト ルクで固定する と故障の原因と な り ます。

以上で完了です。

EMITTER 
( ) 

RECEIVER 

(図21) (図22) 

(図23) 
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 ワン タ ッ チ金具を使用する場合

〈ワン タ ッ チ金具を使用し て取り付ける場合の注意点〉

ワン タ ッ チ金具を使ってセンサを取り付ける場合、両端の取付金具では、ワン タ ッ チM6金具(も し く は

ワン タ ッ チM8金具)と中間金具の位置関係が逆並びになるよ う に使用し て く だ さい。3個以上使 う場合、

両端以外はワン タ ッ チM6金具( も し く はM8金具) と中間金具が同じ並びになるよ う に使用し て く だ さ

い。

投光器と受光器の取り付け位置と なる場所にあわせてワン タ ッ チM6金具(も し く は、 ワン タ ッ チM8金

具)を取り付けて く だ さい。 また、 センサに取り付ける中間金具の位置は投光器、 受光器であわせて く

だ さい。
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1. 中間金具(3)の六角穴付ボル ト (M3×18)と中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3×12)を緩め、 センサのケー

スに取り付けられる状態にし ます。 (図24、 25)

中間金具は背面取り付け用に組み立てられています。

側面取り付けで使用される場合は、 まず中間金具(3)から中間金具(2)を取り外し、 図25のよ う に向き を

変えてご使用 く だ さい。

2. 中間金具をケースに取り付け、 中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3×12)を仮締めし ます。 (図26)

(図24) 

(図25) 

(図26) 
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3. センサの取り付け位置と なる場所にあわせてアル ミ プロ フ ァ イルにワン タ ッ チM6金具 （も し く は、M8

金具） を取り付けて く だ さい。 ワン タ ッ チM6金具 （も し く は、 M8金具） の取り付け位置は、 投光器、

受光器でそろえて く だ さ い。 アル ミ プロ フ ァ イルへの取り付けは、 アル ミ プロ フ ァ イルにT ス ラ イ ド

ナ ッ ト を予め挿入し、 締め付け ト ルクは11.0N･m （推奨） と し て く だ さい。

T ス ラ イ ド ナ ッ ト は付属し ませんのでご用意 く だ さ い。 後入れス ラ イ ド ナ ッ ト を使用する と よ り取り

付けが楽に行えます。

4. センサに取り付ける中間金具の位置を投光器、 受光器であわせて く だ さい。

センサ固定のための中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3×12)を本締めし ます。 (図28)

アル ミ プロ フ ァ イルに取り付けたワン タ ッ チM6金具(も し く は、 ワン タ ッ チM8金具)にセンサ下側に取

り付けた中間金具を挿入し て く だ さい。 (図28)

六角穴付ボル ト (M3×12)の締め付け ト ルクは0.54N･m(推奨)と し て く だ さい。

(図27) 

(図28) 
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5. アル ミ プロ フ ァ イルに取り付けたワン タ ッ チM6金具(も し く は、 ワン タ ッ チM8金具)にセンサ上側の中

間金具をスラ イ ド させて挿入し、 中間金具のセンサ固定のための中間金具(1)の六角穴付ボル ト (M3×

12)を本締めし ます。 (図29)

六角穴付ボル ト (M3×12)の締め付け ト ルクは0.54N･m(推奨)と し て く だ さい。

安定し た取り付け状態を維持するため組み付け後プ ラ スチ ッ クハンマーなどで中間金具を軽 く 叩いてワン タ ッ チM6

金具(も し く は、 ワン タ ッ チM8金具)を押し込んで く だ さい。

図の叩 く 位置以外は叩かないで く だ さい。

(図29) 
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6. センサの電源を入れ光軸調整を行います。

投光器を左右に振り(図30)、 上端入光表示灯(TOP)、 下端入光表示灯(BTM) で上下端光軸の入光状態を 
確認し ながら、 安定表示灯(STB) が点灯する角度の中心に合わせます。 (図31)
次に受光器を左右に振り(図30)、 同様に安定表示灯(STB) が点灯する角度の中心に合わせます。 (図31)

・ 検出エ リ ア内にし ゃ光物がないこ と を確認し てから光軸調整を し て く だ さい。

・ 角度調整を行っ て も安定表示灯(STB) が点灯し ない場合、 投光器の取り付け面と受光器の取り付け面の平行度と、 

投光器と受光器の取り付け高さに問題がないか確認し て く だ さい。別売りのレーザポイ ン タ(形F39-PTJ)を使用する

と角度調整がしやす く な り ます。

7. 仮締めに し ていた回転止めのための中間金具(3)の六角穴付ボル ト 2本(M3×18)を本締めし ます。 (図32)

六角穴付ボル ト (M3×18)の締め付け ト ルクは0.54N･m(推奨)と し て く だ さい。

推奨値を大き く 超える ト ルクで固定する と故障の原因と な り ます。

以上で完了です。

EMITTER 
( ) 

RECEIVER 

(図30) (図31) 

(図32) 
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配線

配線時の注意

すべての入出力線は、 危険電圧から二重絶縁あるいは強化絶縁されているよ う にし て く

だ さい。 

感電の可能性があ り、 危険です。

負荷は出力と+24Vラ イ ンの間に接続し て く だ さい。 (NPN出力） 

誤っ て出力と0Vラ イ ンの間に接続する と、 動作モー ド が 「し ゃ光時ON」 に反転し て危

険です。

出力線を0Vラ イ ンに短絡させないで く だ さい。 

出力が常時ONと な り危険です。 また、 出力線の地絡によ っ て出力がONと ならないよ う 、

電源の+24V側を接地し て く だ さい。

必要な安全カテゴ リの要求事項を満たすよ う に適切な数の制御出力を使用し てシステム

を構成し て く だ さい。

F3SJ-Bの各ラ イ ンをDC24V+20%を超えるDC電源に接続し ないで く だ さい。 また、 AC電

源にも接続し ないで く だ さい。 

感電、 も し く は破壊の可能性があ り危険です。

+24 V

0 V 

F3SJ-B

+24 V 

0 V 

F3SJ-B
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電源ユニッ ト について

F3SJ-BがIEC 61496-1およびUL 508を満たすために、 DC電源ユニ ッ ト は下記の項目すべ

てを満たすよ う にし て く だ さい。

･定格の電源電圧内 （DC24V±20%） である

･複数の装置に接続する場合には、 各装置の総定格電流に対し て余裕を持たせる。

･EMC指令適合 （工業環境）

･一次回路、 二次回路間が二重絶縁あるいは強化絶縁

･過電流保護特性が自動復帰

･出力保持時間が20 ms以上

･UL508で定義される ク ラス2回路または制限電圧電流回路の出力特性要求を満たす。 （注  

記参照）

･F3SJ-Bが使用される国、地域でのEMCと電気機器安全に関する法規 ・ 規格に従う電源で  

ある。 （例 ： EUではEMC指令、 低電圧指令に適合の電源である こ と。）

(注記)

火災を防ぐ ために、 電源内部の二次側回路がUL 508にし たがっ て下記のどちら かの条件を満たすこ と 。

･絶縁 ト ラ ンスの二次側巻線のよ う に、 絶縁された電源から供給される制限電流電圧回路であ り、 「電  

流が最大8Aに制限されている(短絡時を含む)」 または 「 電流を制限するためにヒ ューズなどの回路 

保護器が用いられ、 その定格が 4.2 A以下である」 （DC24 V電源において） こ と。 

推奨電源 ： オムロン製 　 形S8VS(30W、 60 W） 

本機種は、 UL リ ステ ィ ング認証(UL508、 ク ラス2電源)、 CEマーキング対応(EMC/低電圧指令)

･UL 1310に従う ク ラス2電源ユニ ッ ト 、 またはUL 1585に従う ク ラス2 ト ラ ンスを電源とする回路。
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配線方法
以下の手順にし たがって配線し て く だ さい。

1. 投光器の電源コー ド(灰色)に、 投光器用コー ド(別売り ： 形F39-JD□□-L、 灰色)を接続し ます。

2. 受光器の電源コー ド(黒色)に、 受光器用コー ド(別売り ： 形F39-JD□□-D、 黒色)を接続し ます。

3. 電源の +24Vラ イ ンは保護アース(PE)と直接接続し ます。

片側コネク タ コー ド(別売 ： 形F39-JD□A)

〈内部配線図〉 (形F39-JD□A-L、 形F39-JD□A-D)

セ ッ ト 形式 投光器用 受光器用 L(mm)

形F39-JD3A 形F39-JD3A-L 灰色コー ド 形F39-JD3A-D 黒色コー ド 3000

形F39-JD7A 形F39-JD7A-L 形 Ｆ 39-JD7A-D 7000

形F39-JD10A 形F39-JD10A-L 形 Ｆ 39-JD10A-D 10000

形F39-JD15A 形F39-JD15A-L 形F39-JD15A-D 15000

形F39-JD20A 形F39-JD20A-L 形F39-JD20A-D 20000

6.6  
8 4 0.3mm2/ 1.15mmM12 IP67

39.5 L

( mm)
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両側コネク タ コー ド ： コー ド延長時および形 F3SP-B1P との接続用コー ド ( 別売 ： 形

F39-JD□B)

〈内部配線図〉 (形F39-JD□B-L、 形F39-JD□B-D)

片側コネク タ コー ド形F39-JD□Aでは長さが足り ない場合、 両側コネク タ コー ド形F39-JD□Bを間に

必要なセ ッ ト 数接続し て延長し て く だ さい。 コー ドの総延長長さは、 30m以下と し て く だ さい。

〈接続例〉

セ ッ ト 形式 投光器用 受光器用 L(mm)

形F39-JDR5B 形F39-JDR5B-L 灰色コー ド 形F39-JDR5B-D 黒色コー ド 500

形F39-JD1B 形F39-JD1B-L 形F39-JD1B-D 1000

形F39-JD3B 形F39-JD3B-L 形F39-JD3B-D 3000

形F39-JD5B 形F39-JD5B-L 形F39-JD5B-D 5000

形F39-JD7B 形F39-JD7B-L 形F39-JD7B-D 7000

形F39-JD10B 形F39-JD10B-L 形F39-JD10B-D 10000

形F39-JD15B 形F39-JD15B-L 形F39-JD15B-D 15000

形F39-JD20B 形F39-JD20B-L 形F39-JD20B-D 20000
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省配線コネク タ システム

投光器用両側コネク タ コー ド （形F39-JD□B-L） および受光器用片側コネク タ コー ド （形F39-JD□A-

D） と配線コネク タ （別売 ： 形F39-CN5） を組み合わせて配線する こ と で、 省配線コネク タ システムと

し て使用できます。

省配線用ケーブル （別売 ： 形F39-JD□BA）

投光器用両側コネク タ コー ド （形F39-JD□B-L） と受光器用片側コネク タ コー ド （形F39-JD□A-D）

の2本1セ ッ ト です。 省配線コネク タ （別売 ： 形F39-CN5） と組み合わせて使用し ます。

投光器用両側コネク タ コー ド （形F39-JD□B-L） と受光器用片側コネク タ コー ド （形F39-JD□A-D）

の詳細は、 以下のページをご覧 く だ さい。

両側コネクタコード p.64

片側コネクタコード p.63

投光器用両側コネク タ コー ド （形F39-JD□B-L） を受光器に接続し ても ご使用いただけます。

配線は以下のページをご覧 く だ さい。

　 F3SJ-Bで省配線コ ネク タ を使用する場合  p.71

省配線コネク タ （別売 ： 形F39-CN5）

24.7
12

13.6 13.6 φ8 (SPOT FACING 2)
φ4.5

(52)

32.1 10

17.7

18
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内部配線図 （別売 ： 形F39-CN5）

やむを得ず弊社指定以外のコー ド を使用する場合は、 以下の仕様を満足する コー ド を使用し て く だ さ

い。

〈延長コー ド〉

1. 8芯 （0.3mm2以上×4対、 導体抵抗0.058Ω/m以下）

2. 編組シールド付

3. コネク タ7pinと シールド 線を接続

4. 通信線 （+） と （-）、 24V線と0V線はそれぞれツ イス ト ペア とする

コー ド を高圧線や動力線と同一配管で使用し ないで く だ さい。
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第4章 入出力回路と アプ リ ケーシ ョ ン

入出力回路 68

配線例 69

F3SJ-B単体で使用する場合 69

F3SJ-Bを各種コ ン ト ローラ と接続する場合 70

F3SJ-Bで省配線コネク タ を使用する場合 71
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入出力回路

全体回路図

○内の数字は、 コネク タのピンNo.を示し ます。

機能別入力回路図

機能別入力回路図を以下に示し ます。

*

*
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配線例

F3SJ-Bを使用し たモータ制御システムの配線例を示し ます。 この章ではISO13849-1 （カテゴ リ4、 PLe） 相当

の配線例を載せています。

 F3SJ-B単体で使用する場合

KM1, KM2 b

(S1)

KM1, KM2 a

PLC

PLC
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 F3SJ-Bを各種コ ント ローラ と 接続する場合
 F3SJ-Bを コ ン ト ローラ形G9SA-301-Pと接続する場合
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 F3SJ-Bで省配線コ ネク タ を使用する場合
省配線用ケーブル （形F39-JD□BA） と省配線コネク タ （形F39-CN5） と を組み合わせて配線する こ と

で、 省配線コネク タ システムと し て使用できます。

注1.省配線コネク タ(形F39-CN5)を使用し た場合、 以下の機能は使用できません。

･ 補助出力

注2.上図では投光器側に投光器用の両側コネク タ コー ド を使用し ていますが、 受光器側に投光器用の 

両側コネク タ コー ド を接続し ても ご使用いただけます。

S1
*1
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使用前のチ ェ ッ ク リ ス ト

F3SJ-Bを設置後、 機械が動作し ない状態でF3SJ-Bが意図し た とお り に動作する こ と を必ず確

認し て く だ さい。 意図し た とお り に設定されていない場合、 人体が検出されず、 重傷を負う恐

れがあ り ます。

設置完了後、 最終責任者は下記のチ ェ ッ ク リ ス ト に基づいて動作の確認を行い、 □にチ ェ ッ ク し て く だ さい。

チェ ッ ク リ スト
設置条件の確認

□機械自体が、 停止などの安全機能を妨げない構造である。
□機械の危険部への侵入は、 F3SJ-B の検出エ リ アを通過し ないと不可能である。
□作業者が危険部で作業を行う と きは、 必ず F3SJ-B が作業者を検出できる構造である。
□ イ ン ターロ ッ ク リ セ ッ ト スイ ッ チは、 危険エ リ ア全体が見え、 かつ危険エ リ ア内から操作できない

位置にある。
□安全距離を計算し た。 計算し た距離 ： S= （ 　 　 　 　 ） mm
□実際の距離が計算し た安全距離以上である。 実際の距離 = 　 （ 　 　 　 　 ） mm
□光沢面が設置禁止エ リ ア内に く る こ とはない。
□反射型の構成で設置を し ていない。
□引火性、 爆発性雰囲気中で使用されない。

電源導入前の配線の確認

□他の機器と電源を共有する こ とによ っ て ノ イズの影響や電圧降下などの影響を受ける可能性があ り 
ます。 他の機器と電源を共用せず、 安全コ ンボ専用の電源とする こ と を推奨し ます。

□電源ユニ ッ ト は EMC 指令、 低電圧指令、 出力保持仕様を満たす DC24V 電源である。
□電源極性の逆接続はない。
□投光器用コー ド は投光器に、 受光器用コー ド は受光器に正し く 接続されている。
□入出力と危険電位 （商用電源など） の間は二重絶縁されている。
□出力が 0V ラ イ ン と短絡し ていない。
□負荷が 0V ラ イ ン と接続されていない。
□すべての線が商用電源と接続されていない。
□投光器、 受光器の形式は一致し ている。
□2 セ ッ ト 以上の F3SJ-B を使用する場合、 直列連結し たか、 相互干渉防止対策を し た。
□2 セ ッ ト 以上の F3SJ-B を直列連結する場合、 F3SJ-B-T 以外のセンサと連結し ていない。
□電源から最も遠いセカ ンダ リ センサにキャ ッ プが装着されている。
□コネク タおよび金具のゆるみがない。
□補助出力を制御出力と し て使用し ていない。
□電源の +24V 側を接地し てある。
□配線に折れ、 割れ、 傷などがない。
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機械が停止し ている状態での動作確認

□テス ト ロ ッ ドが変形し ていないこ と。 
適切な直径のテス ト ロ ッ ド を用いて点検し て く だ さい。

□テス ト ロ ッ ド が、 検出エ リ ア内のどの位置にあっ ても検出でき る。 つま り、 テス ト ロ ッ ド を検出エ
リ ア内に侵入させる と、 安定表示灯 (STB) が消灯し、 ON/OFF 出力表示灯が赤色点灯する こ と。

□外部テス ト 機能を使用する時 ： 
テス ト 入力線をオープンまたは 1/2Vs ～ Vs に短絡する と、 ON/OFF 出力表示灯が赤色点灯する。

機械が動作する状態で危険部の停止を確認

□「投光器直前」 「受光器直前」 「投光器と受光器の中間」 の 3 か所でテス ト ロ ッ ド を検出エ リ ア内に侵
入させる と、 危険部はすぐに停止する こ と。 ( 正しいテス ト ロ ッ ド を使用し て く だ さい。 )

□テス ト ロ ッ ドが検出エ リ ア内にある限り、 危険部は停止を続ける こ と。
□F3SJ-B の電源を し ゃ断する と、 危険部が停止する こ と。
□機械全体の応答時間実測値が計算値以下である こ と。
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メ ンテナンス時のチ ェ ッ ク リ ス ト

F3SJ-Bの日常点検、 6か月ご との点検を必ず実施し て く だ さい。 システムが正常に動作せず、

重傷を負う恐れがあ り ます。

本体を分解、 修理、 改造し ないで く だ さい。 本来の安全機能が失われ危険です。

安全の確保のため、 点検結果を記録し保管し て く だ さい。

設置者、 設計技術者と使用者が異なる場合は、 使用者に メ ンテナンスに関する指導を十分に行っ て く だ さい。

チェ ッ ク リ スト
始業時、 作業者交代時の点検

□F3SJ-B の検出エ リ ア以外に機械の危険部への侵入経路がないこ と。
□機械の危険部で作業を行う と き、 体の一部が F3SJ-B の検出エ リ ア内に残る こ と。
□安全距離の実測値が計算値以上である こ と。
□F3SJ-B の光学面やスパッ タ保護カバ－ （形 F39-HB □□□□、 別売） に汚れや傷がないこ と。
□テス ト 入力線をオープンまたは 1/2Vs ～ Vs に短絡する と、 ON/OFF 出力表示灯が赤色点灯する。
□テス ト ロ ッ ドが変形し ていないこ と。
□検出エ リ アに何も ない状態と し、 F3SJ-B の電源を投入し た と きに以下のよ う に動作する こ と。 

電源投入後、 2 秒以内に電源表示灯と ON/OFF 出力表示灯が緑色点灯。
□電源投入後に検出エ リ アに何も ない状態と し、 安定表示灯が点灯する こ と。
□以下の図のよ う に検出エ リ ア内でテス ト ロ ッ ド を移動させた と きに、 テス ト ロ ッ ド が検出できる こ

と。 つま り、 テス ト ロ ッ ド を検出エ リ ア内に侵入させる と、 安定表示灯 (STB) が消灯し、 ON/OFF
出力表示灯が赤色点灯する こ と。

 

□コネク タおよび金具のゆるみがない。
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機械が動作する状態で危険部の停止を確認

□検出エ リ アに何も存在し ない状態で、 危険部が可動状態と なっ ている こ と。
□「投光器直前」 「受光器直前」 「投光器と受光器の中間」 の 3 か所でテス ト ロ ッ ド を検出エ リ ア内に侵

入させる と、 危険部はすぐに停止する こ と （正しいテス ト ロ ッ ド を使用し て く だ さい）。
□テス ト ロ ッ ドが検出エ リ ア内にある限り、 危険部は停止を続ける こ と。
□検出エ リ アに何も存在し ない状態で F3SJ-B の電源を し ゃ断する と、 危険部が停止する こ と。

 6か月ご と または機械のセ ッ テ ィ ング変更時の点検項目

始業時のチ ェ ッ ク項目に加え、 以下の項目も確認 く だ さい。

□F3SJ-B の出力と機械が正し く 配線されている こ と。
□制御リ レー、 コ ン タ ク タのそれまでの開閉回数が寿命回数に対し、 十分に少ないこ と。
□外乱光がないこ と。
□F3SJ-B を接続し直し た場合、 電源から最も遠いセカ ンダ リ センサにキャ ッ プが装着されている。
□電源の +24V 側を接地し てある。
□配線に折れ、 割れ、 傷などが無いこ と。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング

ロッ ク アウト 状態
F3SJ-Bが通常動作を継続する こ とができない異常を検知し た場合、 制御出力OFFを維持し、 ロ ッ ク ア

ウ ト 状態にな り ます。 ロ ッ ク アウ ト 状態になる と、 ロ ッ ク アウ ト 表示灯を点滅/点灯させ、 かつ、 異常

内容に応じ て、 その他の表示灯を点滅させます。 後段の ト ラ ブルシューテ ィ ング方法に従っ て対策を

実施し て く だ さい。

異常の原因を解消し た後、 電源を再投入するか、 リ セ ッ ト 入力によるロ ッ ク アウ ト リ セ ッ ト を行う こ

と で、 F3SJ-Bの動作を再開する こ とができます。

ワーニング表示
F3SJ-E/B が安定動作を継続で き な い異常 を検知 し た際に、 異常内容に応 じ てSTB 表示灯ま たは

MUTING 　 ERROR表示灯を点滅させてワーニング情報を知らせます。 F3SJ-E/Bは通常動作を継続し ま

す。 後段の ト ラ ブルシューテ ィ ング方法に従っ て対策を実施し て く だ さい。

マニュアルリ セ ッ ト モー ド時は、F3SJ-E/Bは制御出力OFFを維持し ます。 リ セ ッ ト 信号を入力し イ ン ターロ ッ ク状態

を解除し て く だ さい。
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 ト ラ ブルシュ ーティ ング方法
以下に示す異常時の表示灯組合せによ り エ ラー内容を確認し、 次ページ以降の ト ラ ブルシューテ ィ ン

グの表に従っ て対策を実施し て く だ さい。
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エラー内容 原因と対策

キャ ッ プエラー キャ ッ プが外れている可能性があ り ます。 キャ ッ プを正し く 装着し て く だ さい。

通信エラー

通信線、 またはその他の配線が短絡や断線し ている可能性があ り ます。

配線、 コー ド に異常がないか確認し て く だ さい。

電源コー ドのコネク タが外れている可能性があ り ます。

電源コー ドのコネク タが外れていないか確認し て く だ さい。

専用コー ド以外で配線を延長し ている場合、 同等以上の性能を持ったコー ドが使用されていない

可能性があ り ます。 専用コー ド と同等以上の性能を持つコー ド を使用し て く だ さい。 また、 シー

ルドは0Vラ イ ンへ接続し て く だ さい。

第3章 「配線」 を参照し てだ さい。

制御出力エラー

制御出力線同士の短絡、 あるいは、 制御出力線に他の信号線が短絡し ている可能性があ り ます。

制御出力線を正し く 配線し て く だ さい。

第2章 「配線図」 または第3章 「配線」 を参照し てだ さい。

内部エラー
内部回路故障の可能性があ り ます。

F3SJ-Bを交換し て く だ さい。

投光器と受光器の組合せ構成エラー

投光器と受光器で形式が異なっている可能性があ り ます。 投光器と受光器が同じ形式になってい

る こ と を確認し て く だ さい。

直列連結コー ドの短絡、 断線あるいは脱落の可能性があ り ます。 直列連結コー ドが確実に接続さ

れているか確認し て く だ さい。 直列連結コー ドが破損し ている場合は交換し て く だ さい。

外乱光エラー

他の光電スイ ッ チや他に設置されているF3SJ-Bの光が受光器に入光し ている可能性があ り ます。

第3章 「相互干渉の防止方法」 を参照し、 対策し て く だ さい。

p.21

電源電圧、

も し く はノ イズによる制御出力 

エラー

稼働中、 一時的に電源電圧が低下し た可能性があ り ます。

誘導負荷などの影響による一時的な電源電圧低下 （DC12V程度への低下） の有無を確認し て く だ

さい。

専用電源でない場合、 他接続機器の消費電流を調査し、 容量が十分かご確認 く だ さい。

過大な ノ イズの影響を受けている可能性があ り ます。

供給電源を兼用し て使用し ている他の機器がノ イズを発生し ている場合、 その機器と電源を兼用

し ないで安全コ ンポ専用の電源と し て く だ さい。

電源ラ イ ンが動力ラ イ ン と並行に這わされている場合は誘導のノ イズを拾いやす く な り ます。

ラ イ ト カーテンの近 く に専用電源を設置するか、 動力ラ イ ン と分散し て敷設し て く だ さい。

供給電源近 く に動力電源があ り、 同じ アースを と っている場合、 アースから コ モンモー ド ノ イズ

の影響を受けやす く な り ます。 アースの接地点を分けるか、 専用接地と し て く だ さい。

電源電圧が定格から外れている可能性があ り ます。

DC24V±20％の電源電圧に接続し て く だ さい。

電源の電流容量不足による電圧変動の可能性があ り ます。

電流容量の大きい電源に交換し て く だ さい。

他の装置との電源共有による瞬断、 瞬停の可能性があ り ます。 他の装置との電源の供給をやめ、

F3SJ-B、 セーフ テ ィ コ ン ト ローラなどの電気感知式保護機能に関わる装置専用の電源と し て く

だ さい。

電源電圧、

も し く はノ イズによる通信エラー

ノ イズによる通信異常の可能性があ り ます。

通信線周りのノ イズ環境を確認し て く だ さい。

稼働中、 一時的に電源電圧が低下し た可能性があ り ます。

誘導負荷などの影響による一時的な電源電圧低下 （DC12V程度への低下） の有無を確認し て く だ

さい。

専用電源でない場合、 他接続機器の消費電流を調査し、 電源容量が十分かご確認 く だ さい。

電源電圧、

も し く はノ イズによる内部エラー

電源電圧、 も し く はノ イズによる内部回路故障の可能性があ り ます。

周辺のノ イズ環境を確認し て く だ さい。

DC24V±20%の電源電圧である こ と を確認し、 F3SJ-Bを交換し て く だ さい。

外乱光/振動による誤動作

振動による瞬間的な光軸ズレ、 も し く は外乱光によ り誤動作し た可能性があ り ます。

設置状況を確認し て く だ さい。

第3章 「相互干渉の防止方法」 を参照し、 対策し て く だ さい。

.p.21
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アクセサリ(別売)

片側コネク タ コー ド (投光器用 ・ 受光器用 　 2本1セ ッ ト )

注1 片側 （投光器用または受光器用） のみの形式も ご用意し ています。 形式末尾に投光器用 ： -L、 

受光器用:-Dをつけてご発注 く だ さい。

投光器用 片側コネク タ ケーブル ： 形F39-JD□A-L、 受光器用 片側コネク タ ケーブル ： 形F39-JD□A-D

注2 20m以上の長さが必要な場合は、 両側コネク タ コー ド （形F39-JD□B） と組み合わせてご使用 く だ さい。

例 ： 30m必要な場合は、 片側コネク タ コー ド形F39-JD10Aと両側コネク タ コー ド 形F39-JD20Bを接続し て

使用する。

両側コネク タ コー ド ： 形F3SP-B1Pとの接続、 またはコー ドの延長用(投光器用 ・ 受光器用 　 2本1セ ッ ト )

注1 片側 （投光器用または受光器用） のみの形式も ご用意し ています。 形式末尾に投光器用 ： -L、 受光器用

:-Dをつけてご発注 く だ さい。

投光器用 両側コネク タ ケーブル ： 形F39-JD(R)□B-L、 受光器用 両側コネク タ ケーブル ： 形F39-JD(R)□   

B-D

注2 20m以上の長さが必要な場合は、 両側コネク タ コー ド （形F39-JD□B） と組み合わせてご使用 く だ さい。

例 ： 30m必要な場合は、 両側コネク タ コー ド形F39-JD10Bと形F39-JD20Bを接続し て使用する。

省配線コネク タ

形状 形式 コー ド長 仕様

形F39-JD3A 3m M12コネク タ(8ピン)-バラ線8本+シールド

線形F39-JD7A 7m

形F39-JD10A 10m

形F39-JD15A 15m

形F39-JD20A 20m

形状 形式 コー ド長 仕様

形F39-JDR5B 0.5m M12コネク タ(8ピン)

-M12コネク タ(8ピン)形F39-JD1B 1m

形F39-JD3B 3m

形F39-JD5B 5m

形F39-JD7B 7m

形F39-JD10B 10m

形F39-JD15B 15m

形F39-JD20B 20m

形状 形式 備考

形F39-CN5 省配線システムで使用する コネク タ です。 

下記の省配線用ケーブルと組み合わせてご使用 く だ さ

い。
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省配線用ケーブル *1 　 （投光器用、 受光器用、 2本1セ ッ ト ）

注. 上記以外コー ド 長の投光器用コー ド と受光器用コー ドの組み合わせも可能です。その際は販売員へお問い 

合わせ く だ さい。

*1. 投光器用が両側コネク タ コー ド、 受光器用が片側コネク タ コー ド です。

延長用直列連結コー ド （投光器用 ・ 受光器用 　 2本1セ ッ ト ）

スパッ タ保護カバー (投光器用 ・ 受光器用、 2本1セ ッ ト )

形状 形式 コー ド長 備考

形F39-JD0303BA 投光 ： 3m

受光 ： 3m

両側コネク タ コー ド ： 形F39-JD3B-L

片側コネク タ コー ド ： 形F39-JD3A-D

形F39-JD0307BA 投光 ： 3m

受光 ： 7m

両側コネク タ コー ド ： 形F39-JD3B-L

片側コネク タ コー ド ： 形F39-JD7A-D

形F39-JD0310BA 投光 ： 3m

受光 ： 10m

両側コネク タ コー ド ： 形F39-JD3B-L

片側コネク タ コー ド ： 形F39-JD10A-D

形F39-JD0503BA 投光 ： 5m

受光 ： 3m

両側コネク タ コー ド ： 形F39-JD5B-L

片側コネク タ コー ド ： 形F39-JD3A-D

形F39-JD0507BA 投光 ： 5m

受光 ： 7m

両側コネク タ コー ド ： 形F39-JD5B-L

片側コネク タ コー ド ： 形F39-JD7A-D

形F39-JD0510BA 投光 ： 5m

受光 ： 10m

両側コネク タ コー ド ： 形F39-JD5B-L

片側コネク タ コー ド ： 形F39-JD10A-D

形F39-JD1003BA 投光 ： 10m

受光 ： 3m

両側コネク タ コー ド ： 形F39-JD10B-L

片側コネク タ コー ド ： 形F39-JD3A-D

形F39-JD1007BA 投光 ： 10m

受光 ： 7m

両側コネク タ コー ド ： 形F39-JD10B-L

片側コネク タ コー ド ： 形F39-JD7A-D

形F39-JD1010BA 投光 ： 10m

受光 ： 10m

両側コネク タ コー ド ： 形F39-JD10B-L

片側コネク タ コー ド ： 形F39-JD10A-D

形状 形式 コー ド長 仕様

形F39-JBR2W 0.2m キャ ッ プ （8ピン）

-M12コネク タ(8ピン) 

形状 形式 備考

形F39-HB□□□□ 形式中の□□□□にはF3SJ-Bの検出幅 （形式中の□□□□） と同

じ4桁の数字が入り ます。

スパッ タ保護カバー装着時は、 F3SJ-Bの検出距離が約10％短 く な

り ます。

形式中の□□□□が1985以上のスパッ タ保護カバーは2分割され

たものを組み合わせて使用し ます。
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プロテ ク ト バー （投光器 ・ 受光器兼用、 1本1セ ッ ト ）

上下金具

中間金具

ワン タ ッ チ金具

形状 形式 備考

形F39-PB□□□□ 形式中の□□□□にはF3SJ-Bの検出幅 （形式中の□□□□） と同

じ4桁の数字が入り ます。

プロテ ク ト バーは1セ ッ ト に1本入っています。 （投受光共用）

投受光器と もに必要な場合は2セ ッ ト お買い求め く だ さい。

形状 形式 用途 備考

形F39-LJB1 F3SJ-Bの上下取付金

具

4個1セ ッ ト （投光器用2個、 受光器用2個）

側面取り付け、 背面取り付けが可能

形状 形式 用途 備考

形F39-LJB2 F3SJ-Bの上下金具と

併用

フ リーロケーシ ョ ン

取り付け用の金具と

し ても使用可能

2個1セ ッ ト

側面取り付け、 背面取り付けが可能

ワン タ ッ チ金具で使用する物と同じ です。

形状 形式 用途 備考

形F39-LJB3-M6 F3SJ-BのM6用ワン

タ ッ チ金具

2個1セ ッ ト

側面取り付け、 背面取り付けが可能

以下がセ ッ ト に含まれます。

･ F39-LJB2 ： 2個

･ F39-LJB3-M6K ： 2個

形F39-LJB3-M8 F3SJ-BのM8用ワン

タ ッ チ金具

2個1セ ッ ト

側面取り付け、 背面取り付けが可能

以下がセ ッ ト に含まれます。

･ F39-LJB2 ： 2個

･ F39-LJB3-M8K ： 2個
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ワン タ ッ チ M6金具、 ワン タ ッ チM8金具

互換取付金具

密着金具

コ ン ト ロールユニ ッ ト

形状 形式 用途 備考

形F39-LJB3-M6K 中間金具をワン タ ッ

チで取つけるための

金具

低頭M6六角穴付ボル ト （M6×10） が付属

形F39-LJB3-M8K 低頭M8六角穴付ボル ト （M8×14） が付属

形状 形式 用途 備考

形F39-LJB4 既設の各種エ リ アセ

ンサ （F3SJ-Aや

F3SN） をF3SJ-Bに

置き換える と きの取

付金具。

4個1セ ッ ト （投光器用2個、 受光器用2個）

側面取り付け、 背面取つけが可能

形状 形式 用途 備考

形F39-LJB5 F3SJ-E/Bの密着金具 4個1セ ッ ト （投光器用2個、 受光器用2個）

側面取り付け、 背面取つけが可能

形状 形式 出力 備考

G9SA-301-P リ レー、 3a+1b 接点 ･ 片側コネク タ コー ドF形39-JD□Aが必要

です。

･ NPN出力タ イプのF3SJ-Bが接続可能で

す。
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レーザポイ ン タ

テス ト ロ ッ ド

動作前などの確認を行う ため、 テス ト ロ ッ ド をお求めの上ご利用 く だ さい。

形状 形式 用途 仕様

形F39-PTJ F3SJ-Bの光軸合わせ

用

赤色半導体レーザ

（波長650nm、 1mW以下、

JISク ラス2、 IEC CLASS2、 FDA CLASSⅡ）

形状 形式 直径

形F39-TRD25 φ25mm
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用語集

用語 説明

英

字

PELV PELV (protected extra low voltage; 保護特別低電圧)

危険な電圧から二重絶縁かそれと同等以上の絶縁によ って分離された接地回路で、 単一故障状態にお

いても ELV の範囲を超える電圧を発生する こ とがないもの。 通常、 直接接触に対する保護が必要と な

り ます。

SELV SELV (safety extra low voltage; 安全特別低電圧)

危険な電圧から 二重絶縁かそれと同等以上の絶縁によ って分離された非接地回路で、 単一故障状態に

おいても ELV の範囲を超える電圧を発生する こ とがないもの。 公称電圧が交流 25V、 あるいは直流 

60V を超える場合には、 直接接触に対する保護が必要と な り ます。

Vs 使用環境での電圧値です。

あ イ ン ターロ ッ ク 安全が確認されて リ セ ッ ト 入力が印加されるまで制御出力OFF状態のまま保持し ます。

オーバーラ イ ド ミ ューテ ィ ング機能がはたらいていない状態で強制的に制御出力をONさせる機能です。

応答時間ON→OFF F3SJ-Bがし ゃ光されてから制御出力がON→OFFするまでの時間です。

遅れ許容時間 制御出力が変化し てから外部リ レーモニ タ入力が変化するまでの許容時間です。 この時間を超える と

F3SJ-Bがロ ッ クアウ ト し ます。

か 下位光軸 F3SJ-Bの電源側の光軸を指し ます。

外部テス ト 任意のタ イ ミ ングで投光を停止させ、 制御出力が正常にOFFと なるか確認する機能です｡

外部リ レーモニ タ 機械の危険部を制御する外部リ レー （あるいはコ ン タ ク タ） の溶着などの動作不良を、 そのb接点の動

作をモニ タする こ とによ り検知する機能です。 

さ 最小検出物体 F3SJ-Bの検出幅内で検知する こ とのできる最小直径寸法です。

出力動作モー ド 制御出力、 補助出力から出力する内容です。

制御出力 （OSSD) 入光時に+24Vを出力し ます。 安全用途に使用し ます。

セカ ンダ リ センサ 直列連結時のプ ラ イマ リ センサ以外のF3SJ-Bの呼称です。

は プ ラ イマ リ センサ 直列連結時に最も電源に近い側に配置されるF3SJ-Bの呼称です。

ベーシ ッ クシステム 購入し た状態のF3SJ-Bを指し ます。 セーフテ ィ ラ イ ト カーテンの基本的な機能を備えてお り、 多 く の

アプ リ ケーシ ョ ンではこの状態のまま使用可能です。

補助出力 Basicタ イプ （ベーシ ッ クシステム） では制御出力の反転出力、 Basicタ イプ （ ミ ューテ ィ ングシステ

ム） では ミ ューテ ィ ング ・ オーバーラ イ ド時にONを出力できます。 安全用途には使用できません。

ま ミ ューテ ィ ング F3SJ-Bの安全機能を一時的に無効化し、 し ゃ光状態でも制御出力をONし続ける機能です。

や 有効開口角 （EAA) F3SJ-Bが動作可能な角度範囲です。

ら リ セ ッ ト イ ン ターロ ッ ク状態の解除、 ロ ッ ク アウ ト 状態の解除を行います。

ロ ッ クアウ ト F3SJ-Bが異常を検知し た場合に制御出力をOFF状態のまま保持し ます。
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J

引用規格

国際規格
･ IEC61496-1： 2012 「 機械の安全性： 電気感知式保護装置　 第1部 一般要求事項及び試験」

･ IEC61496-2： 2013 「 機械の安全性： 電気感知式保護装置　 第2部 能動的光電保護装置を使う 設備に対する要求  

事項」

･ IEC61508-1～-3： 2010　「 電気/電子/プログラ ム可能電子安全関連システムの機能的安全性」

･ IEC62061：  2005 「 機械の安全性： 安全関連電気/電子/プログラ ム可能電子制御システム 」

･ ISO13849-1：  2015 「 機械の安全性： 制御システムの安全関連部　 第1部： 設計のための一般原則」

･ ISO13855： 2010　「 機械の安全性： 人体各部の接近速度に対応し た保護機器の位置決め」

欧州規格
･ EN61496-1： 2013 「 機械の安全性： 電気感知式保護装置　 第1部 一般要求事項及び試験」

･ EN61496-2： 2013 「 機械の安全性： 電気感知式保護装置　 第2部 能動的光電保護装置を使う 設備に対する要求  

事項」

･ EN61508-1～-3： 2010　「 電気/電子/プログラ ム可能電子安全関連システムの機能的安全性」

･ EN415-4： 1997 「 パレタ イ ザおよびデパレタ イ ザ」

･ EN692： 2005+A1:2009 「 機械プレス」

･ EN693： 2001+A1:2009 「 液圧プレス」

･ EN ISO13855： 2010　「 機械の安全性： 人体各部の接近速度に対応し た保護機器の位置決め 」

･ EN1037： 1995+A1:2008　「 機械の安全性： 予期し ない起動の防止」

･ EN61000-6-4：  2007/A1:2011 「 電磁両立性(EMC)－第6-4部： 一般規格－工業環境のエミ ッ ショ ン規格」

･ EN62061：  2005 「 機械の安全性： 安全関連電気/電子/プログラ ム可能電子制御システム 」

･ EN ISO13849-1： 2015 「 機械の安全性：  制御システムの安全関連部　 第1部：  設計のための一般原則」

米国労働安全衛生規則
･ OSHA 29 CFR 1910.212 「 一般要件」

･ OSHA 29 CFR 1910.217 「 機械プレス」

米国規格
･ ANSI B11.1： 2009 「 機械プレス」

･ ANSI B11.2： 1995（ R2005) 「 液圧プレス」

･ ANSI B11.3： 2002（ R2007) 「 動力プレスブレーキ」

･ ANSI B11.4： 2003（ R2008) 「 シャ ー」

･ ANSI B11.5： 1988（ R2008) 「 製鉄工」

･ ANSI B11.6： 2001（ R2007) 「 旋盤」

･ ANSI B11.7： 1995（ R2005） 「 冷間ヘッ ダおよび冷間成形」

･ ANSI B11.8： 2001（ R2007) 「 穿孔、 ミ リ ング、 ボーリ ングの機械」

･ ANSI B11.9： 1975（ R2005） 「 研削盤」

･ ANSI B11.10： 2003（ R2009) 「 金切り のこ 盤」

･ ANSI B11.11： 2001（ R2007) 「 歯切盤」

･ ANSI B11.12： 2005 「 ロール成形機およびロール曲げ機」

･ ANSI B11.13： 1992（ R2007) 「 単軸／多軸自動棒鋼およびチャ ッ キング・ マシン」

･ ANSI B11.15： 2001 「 パイ プ、 チュ ーブ、 形状成型機」

･ ANSI B11.16： 2003（ R2009) 「 金属粉成形プレス」

･ ANSI B11.17： 2004（ R2009) 「 水平押出し プレス」

･ ANSI B11.18： 2006 「 コ イ ル状の帯鋼、 シート 、 板金を加工する機械および機械システム」

･ ANSI B11.19： 2003（ R2009) 「 他のB11機械ツール安全規格が参照する際の、 安全ガード の設計、 構築、 ケア、  

および操作」

･ ANSI/RIA 15.06： 1999（ R2009) 「 産業ロボッ ト およびロボッ ト システムに関する安全要件」

･ UL1998 ：  1998 「 安全関連ソ フ ト ウェ ア」
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･ UL508 ：  1999 「 工業用制御機器」

･ UL61496-1 ：  2002 「 電気感知式保護装置　 第1部 総則」

･ UL61496-2 ：  2002 「 電気感知式保護装置　 第2部 光電式装置」

カ ナダ規格
･ CAN/CSA C22.2 No.14 「 工業用制御機器」

･ CAN/CSA C.22.2 No.0.8 「 電子技術組込み安全機能」

･ CSA Z142　「 パワープレス操作： 健康、 安全、 防護要求」

･ CSA Z432　「 機械の安全防護」

･ CSA Z434　「 産業用ロボッ ト と ロボッ ト システム－一般安全要求」

 SEMIスタ ンダード
･ SEMI S2-0706　「 半導体製造装置の環境、 健康、 安全」

 JIS規格
･ JIS B 9704-1： 2015　「 機械の安全性： 電気感知式保護装置　 第1部　 一般要求事項及び試験」

･ JIS B 9704-2： 2008　「 機械の安全性： 電気感知式保護装置　 第2部　 能動的光電保護装置を使う 設備に対する要  

求事項」



マニュアル改訂履歴

マニュアル改訂記号は、 表紙と裏表紙の下に記載されているカタログ番号の末尾に付記されます。

SCHG-735カタログ番号 J

改訂記号 改訂年月 改訂内容

A 2011年4月 初版

B 2012年11月

取付け寸法、注記修正追加

EN61508に関する内容を修正

誤記訂正

C 2014年7月

延長用両側コネクタコードの形式を修正

配線図の注記に、使用するスイッチの使用を追加

引用規格の規格年号の更新

ご承諾事項の変更

省配線コネクタケーブル追加

テストロッドを別売アクセサリへ変更

軽微修正

E 2017年9月

適合規格の年号の更新

定格（入力電圧）、配線例の記載内容の修正

配線図の出力タイミングチャートの修正

取付金具の使用説明追加

安全距離に関する内容の変更

省配線コネクタに関する内容の追加

チェックリストに関する内容の変更

付属品の変更

誤記訂正

H 2020年12月
配線図中の電気記号の更新

軽微修正

J 2023年9月
安全上のご注意の警告の定義の更新

IEC 61496-1規格改定に伴う、環境仕様（耐振動、耐衝撃）の変更

D 2015年7月 適合規格の年号の更新

F 2018年7月 適合規格の年号の修正

G 2019年12月 EN ISO 13849-1およびISO 13849-1の年号の更新
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オムロン商品のご用命は
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製品に関するお問い合わせ先

その他のお問い合わせ： 納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社担当オムロン販売員にご相談ください。オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページでご案内しています。

●本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼
装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、
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該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承認
（又は役務取引許可）が必要です。 

お 客 様
相 談 室 技術相談員にチャットでお問い合わせいただけます。（I-Webメンバーズ限定）

※受付時間、営業日は変更の可能性がございます。最新情報はリンク先をご確認ください。

オムロンFAクイックチャット
クイック オムロン

0120-919-066
携帯電話・IP電話などではご利用いただけ
ませんので、右記の電話番号へおかけください。

 055-982-5015
（通話料がかかります） 受付時間： 平日9:00～12:00 / 13:00～17:00（土日祝日・年末年始・当社休業日を除く）

受付時間： 9:00～19:00（12/31～1/3を除く）

お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください2023年9月現在Man. No. SCHG-735J

オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます。 緊急時のご購入にもご利用ください。 www.fa.omron.co.jp

C○OMRON Corporation 2011-2023  All Rights Reserved.
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